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大管 長会 メ ッセ ー シ

神 のかたち に

第 二副 管長

マ リオ ン ・G・ ロ ム ニ ー

「は じめ に神 は天 と地 とを創造 された・… …

神 は地 の獣 を種 類 に したが い， 家畜 を
は

種 類 に したが い， また地 に這 うす べ ての物 を

種類 に したが って造 られ た 。神 は見 て， 良 し

とされた。

神 は また言 われ た， 『われ われ の かた ちに，

われ われ にか た どって 人 を造 り， これ に海 の

魚 と， 空 の鳥 と，家 畜 と， 地 のすべ て の獣 と

地 のすべ ての這 っ もの を治 め させ よ っ』。

神 は 自分 の か たち に人 を創造 され た。す な

わ ち1.神 のか た ちに創 造 し， 男 と女 とに創 造

され た。

神 は彼 らを祝 福 して言 われた，『生め よ，ふ

え よ，地 に満 ち よ，地 を従 わせ よ… …』。」(創

世1：1，25-28)

主 はこの ように して夫 と妻 の 関係 を定 め ら

れた 。人 は神 の か た ちに， 男 と女 とに創 造 さ

れ たので あ る。 そ してふ た りの者 は ひ とつに

結ば れ，互 い に相手 の一 部 となっ た。主 が彼

らにひ とつ に なる よ うに 命 じられた か らで あ

る。 こ こで主 は男女 に等 し く言葉 をか けて お

られ る。 主に あ って は， 男な しに は女 は ない

し，女な しには 男は ないの で あ る。(1コ リン

ト11：11参 照)

夫 婦 は共 に この 基本 的 な真理 を決 して忘 れ

てはな らない。主 が定 め られ た夫 婦 の関係 と

その 目的 を常 に心 に 留め てお くべ きであ る。

夫婦 は一致 し， 尊敬 し合 い，互 い を思 いや

らなけ れ ばな らな い。 自分勝 手 な行動 を取 っ

た り， あ るい は取 ろ う とした りして はな らな

い。夫 婦 は互 いに相 談 し合 い，共 に祈 り，ふ た

りで一 緒 に物事 を決 め る よ うに すべ きで あ る。

家庭 と家 族 の管理 につ いて も，夫 と妻 は親

切 と愛 と忍耐 と理 解 をもって相 談 しなけ れ ば

な らない 。

低下 す る一 方 の道徳 の標 準や 正道 をそれ た

習慣 は， た とえそれが世 間で 当 た り前 の こ と

で あって も， 私 た ちの家庭 に侵 入 させ て はな

らない。 また，私 た ち 自身の標 準や 関係 をそ

れ に よって変 え るよ うな こ とが あ っては な ら

な い。 自己顕 示 は私 た ちの一 致 を弱め る。 し

たが って， 自分 をよ く見せ よ うな ど と思 わ な

い よ うに しな くて はな らな い。

忘 れ て な らない のは， 妻 は夫 の奴 隷 では な

い し， 夫 も妻 の奴隷 で は ない とい うこ とで あ

る。夫 と妻 は対 等 で ある。 末 日聖徒 の場 合 は

特 に そ うであ る。 ふ た りはこの 入生 に お いて，

自分 を思 いや るよ うに互 いに相 手 を思 いや ら

なけ れば な らな い。 そ うす る時 に， それは 永

遠 に 続 くの であ る。

「主 にあ って は， 男な しに女 は な い し， 女

な しに 男は ない… … 男は神 の 王国 に あ って女

な しに救 わ れず昇 栄 す る こ とは な く， 女 は神

の王 国 に あって一 人で完 全 に昇栄 に到 達 す る

こ とは で きな い…… 神 は御 自身 のか た ちに，

御 自身 にか た どって人 を造 り， 男 と女 とに創

造 され た。 この創造 に お いて， 男女 は聖 な る

結婚 の 誓約 に よ って結 び合 わ され る よ う計画
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され てい た。 ま た， 人は相 手 な くして 完全 で

はな い。」(ジ ョセ ブ ・F・ ス ミス 「福 音の教

義 」 第2巻p.3)

女性 は 男性 に劣 る者 で はな い。 もちろん 男

性 が神 権 を保持 し，神 権 を正 し く行 使 す る こ

とに よ って家庭 を管理 す る とい うこ とは事実

であ る。 しか しなが ら， キ リス トが ご 自分 の

教 会 を管理 して お られ る よ うに， 夫 はみ た ま

に よって管 理 しなけ れば な らな い。 この こ と

につ いて， 予 言者 ジ ョセ ブ ・ス ミスは聖 徒 た

ちに新 約聖 書 の言 葉 を引用 して次 の よ うに 教

えた。

「『妻 た る者 よ
。 主に仕 え るよ うに 自分 の夫

に仕 えな.さい 。 キ リス トが 教会 のか し らで あ

って， 自らは， か らだ な る教会 の救 主 であ ら

れ る よ うに ，夫 は妻 の か し らであ る。 そ して

教会 が キ リス トに仕 え るよ うに，妻 もす べ て

の こ とにお い て，夫 に仕 え るべ きであ る。夫

た る者 よ。 キ リス トが教 会 を愛 してそ のため

に ご 自身 を ささげ られ た よ うに， 妻 を愛 しな

さい。 キ リス トが そ うな さっ たの は，.水で洗

っこ とに よ り， 言葉 に よ って，教 会 をき よめ

て聖 な る もの とす るため で あ り， また， しみ

も， しわ も， その た ぐいの ものが いっ さい な

く， 清 くて傷 の な い栄 光 の姿 の教 会 を， ご 自

分 に迎 え るため で あ る。 そ れ と同 じく， 夫 も

自分 の妻 を， 自分 のか らだ の よ うに愛 さねば

な らな い。 自分 の妻 を愛 す る者 は， 自分 自身

を愛す るの で ある。 自分 自身 を憎 ん だ者 は，

い まだか つ て， ひ とり もい な い。か え って，

キ リス トが教 会 に な さった よ うに して， おの

れ を育 て養 うの が常 で あ る。 わ た した ちは，

キ リス トのか らだの 肢体 なのである。「それゆ

えに， 人は 父母 を離 れ てそ の妻 と結 ばれ， ふ

た りの者 は一 体 となるべ きであ る」。』(手ペ ソ

5：22-31>

妻 た る者 よ。夫 に仕 えな さい。 それが， 主

に ある者 にふ さわ しい こ とであ る。夫 た る者

よ。妻 を愛 しな さい。つ ら く当た って は いけ

な い。子 た る者 よ。何 事 につ い て も両 親 に従

い なさ い。 これが 主 に喜 ばれ るこ とであ る。

/

父 た る者 よ。子 供 をい らだ たせ ては いけな い。

心 が い じけ るか も知 れ ないか ら。」(丁印6痂 ㎎s

げ 彦舵P70ρ 舵'ノb∫θρhS珈'乃 「予言 者ジョセブ・

ス ミス の教 え」pp.88-89)

夫 は， 神権 の権 能 を勝手 気 ままに行使 した

り， 妻 を脅 かす た めに使 った りして はな らな

い 。

ジ ョセブ ・F・ ス ミス大 管長 は 次の ように

述 べ て い る。

「も し全能 の神 の の ろい を受 け るに値 す る

人が い る とす れ ば， それ は 自分の子 供 の母親 ，

最 愛 の妻， 生 活 を犠牲 に して常 に 彼 と子 供 の

ため に尽 くす 人 を ないが しろにす る人 であ る。

これ は もち ろん， その 人の妻 が清 く忠実 な母

で あ り妻 で あ る と仮 定 して の こ とで ある。」

(「福 音 の教義 」 第2巻p.51)

「如 何 な る権 力 も勢 力 も
，神 権 に よ りて維

あた

持 す る能 わず ， また は維持 すべ き もの にあ ら

ず ， ただ 説服 と堅 忍 と柔和 と温情 と偽 らざる

愛 とに よる。」(教 義 と聖約121：41)

この聖 句 は，神 権者 が 人に接 す る際 の態度

に つ いて述 べ た もの であ る こ とは 明 らか で あ

る。特 に，妻 に対 して はなお さ らのこ とであ る。

「イエ ス ・キ リス トの福 音 は愛 の律法 であ

る。心 をつ くし， 思 い をつ くして神 を愛 す る

こ とが 第一 の 戒め で あ り， 第二 もこれ と同様

であ る。す なわ ち 自分 を愛 す る よ うに あなた

の 隣 り人 を愛 せ よ。 これ も結婚 関係 にお いて

お ぼ えて お くべ き こ とで あ る。 妻 の望 み は夫

の望 み で あ り， 夫 は妻 を治 め るで あろ うと言

わ れて い る。 しか し， その 支配 は専制 ではな

く愛の うちに行 な うべ きで あ る。神 は 人々が

堕 落 して生 きて い る資格 を失 わな い限 り， 決

して専制 的 に 支配 され るこ とはな い。」(「福 音

の教 義 」 第2巻p.5)

摂神 は 自分 のか た ちに 人 を創造 され た
。す

な わ ち，神 のか た ちに 創造 し， 男 と女 とに創

造 され た。」(創 世1：27)

夫 た る者 よ， 妻 た る者 よ。愛 の律法 に従 い，

神 に似 た者 とな る ように努 め よ うでは ないか。

神 は愛 で あ るか ら。
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「私 は仕 事 で よ く近 くの 町 に出掛 け ます 。

その よ うな時， 家族 を放 り出 して お くこ とが

気 懸か りで，何 か特 別 な ことが ない限 りいつ も

子 供 をひ と り連 れて行 くよ うに して い ます 。

大 きな子供 たち には， 車 の運転 を任 せ ます 。

こう しで 【亡しい仕事 の 合 い間 に，失 って いた

もの を取 り返 す よ うに して います 。」

今 日ほ ど， 父親 が 多忙 な仕事 に子 供 を育 む

時間 を奪 わ れて い る時 は な い。結 局 それが 家

族 の一 致 を弱 め る要 因 とな って い る。 そこで

前述 の 父親 た ちの よ うに， 貴重 な時 間 を割 い

て子供 のため に尽 くす こ とが 必要 にな って く

る訳 で ある。子 供 た ちは 父親 を尊敬 し， 愛 し，

必要 としてい るか らであ る。

と りわけ こ うす るこ とが必要 なの が，教 会

で最 も多忙 な監督 で は ない だ ろ うか 。監 督 は

職 業 の面 で も立 派に 成功 を収 め て い る。そ れ

で も監督 とその妻 た ち は，子 供 た ちの必 要 を

満 たす こ と以 上 に大切 な こ とは何 ひ とつ な い

と考 え てい る。

フ ロ リダ州 オー ラ ン ド第2ワ ー ド部 の ロバ

ー ト ・M・ ピッ クス トン監督 は 語 って い る。

「とにか くもっ と父 親業 に徹 し よ うと思 い ま

す。数 年 前 には 自分 ひ と りで行 な って いた こ

とを，今 は子 供 と一 緒 にす るよ うに して い ま

す 。で も結 局は 私が 全部 す るこ とに なるの で

すが ， それ で も， そ うす る こ とに ょ って子 供

たちは私 の 愛 を理解 し，私 と一 緒 に いる こ と

を楽 しん で くれ るよ うに な りま した。」

ど うもこの辺 りに ，父親 が子 供 た ち との関

係 を密 にす る鍵 が 隠 され てい る よ うであ る。

つ ま り， わずか な 自由 時 間 を最 大 限 に利用 す

る こ と， ま た 自由 時 間が なけ れば仕 事 に で き

るだ け子供 たち を参 加 させ るこ とで あ る。

父親 の務 め を第 一 に果 たす

ミシ ガン州 デ トロイ ト第2ワ ー ド部 の ジ ョ

ン ・F・ アー ウ ィン監 督 は， こ う.述べ て い る。

「カレ ンダー を見て予 定 の組 まれて い ない 日

が あれ ば， で きるだ けそ の晩 は空 け て， 家 で

過 ごす よ うに します 。一 晩 の仕 事 を2，3に

限 る と確か に疲 労 は少 な い と思 い ます が， む

しろ私 は， 数 日間に仕 事 を集 中的 に行 な って，

それ で空 い た夜 を妻や 子供 たち と過 ごす よ う

に してい ます 。」

時 間 を計 画 す る こ とは是 非 と も必要 で あ る。

私 がいつ も， 「子 供 たちと過 ごす時 間 を どの よ

うに とって い ます か」.と尋 ね る と， き まって

返 って くるのが， 「家 庭 の 夕べ だけ は必ず 開 く

よ うに してい ます」 とい う答 え であ る。

「月曜 日の晩 は
， だれ も電話 して きませ ん。

私 は監 督 に召 された 日曜 日に， ワー ド部の皆

さん に， 月曜 日の晩 は緊 急 の用件 以 外では 一

切 電話 をか けな い よ うに して下 さい とお願 い

しま した 。」 そ う語 るの は，カ リフォルニア州

サ ン タクラ ラ第2ワ ー ド部 の ア ラ ・コー ル監

督 で あ る。

しか し， 家庭 の 夕べ は親 子 の交 わ りの起点

にす ぎな い。 「毎週 ，私 は子 供 を面接 す るよう

に して い ます」 と語 る人 も大勢 い る。 その内

の一部 の 人 々は，子 供 の霊 性 を育 む面接 と，

「子供 の現 状 を知 る」 面接 を組 み合 わせ て行

なっている と語った。 「学校 の授 業や 成績 の こ

と，友 達， 趣 味， そ のほか 子供 たちが 関心 を

持 って い るこ とにつ いて話 し合 い ます 。 それ.

で，最 近 で は子供 た ちの方 か ら， 『お 父 さん，

僕 の 面接 は いつ して くれ るの』 と言 って くる

よ うに な りま した。」

トッ ド ・ク リス トフ ァー ソ ン監督 は，面接

が型 通 りの もの とな らない よ うに してい る と

述べ ている。 「毎週 一 回 この時 間 には，子供 た

ちが した いこ とをす るよ うに してい ます。 い

つ もは話 だ け で終 わ るこ とが 多いの ですが ，

時 には プ ラモデ ル を一緒 に組 み立 て た り， キ

ャ ッチ ボー ル を した りして遊 ぶ こ と.もあ りま

す 。」

カ ンサ ス州 のオー バー ラン ドパー ク第2ワ

ー ド部 の リチ ャー ド・P・ ハ ルバ ー セ ン監 督

は こ う語 ってい る。「工夫 し さえす れば，わず

か30分 間 で もい ろい ろな こ とが で.きます 。心

を通 わせ 合 うのに そん なに 時間 は必 要 あ りま

せ ん。 わ ずか な時 間，特 別 な こ とを して 心の
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交 流 を持 つ よ うにす れば よいの です 。だ か ら

と言 って，長 い時間子 供 た ち と過 ごす必要 が

な い と申 し上 げて い るの で は あ りませ ん 。

特 に，話 し方 が大切 です。 私 は決 してい ら

い ら した り， 急 がせ た りしな いよ うに して い

ます 。 また， 話 を聞 い てい る暇 の ない こ とを

説明 す る よ りも，子 供 の話 に耳 を傾 け る方が

短 時間 で済む とい うこ とが分 か りました。」

バ ー ジニア州 ス ター リン グパ ー ク支部 の ジ

ャ ック ・L・ グ リー ン支 部長 は，十 代 の子供

たちが 自分 と話 す 時間 を とっ て くれ ない とい

う問題 を抱 えて い た。 「それで 私 は，子 供 た

ちがダ ンスや 活動 に行 く時， 時 間 の許す 限 り

彼 らを送 るこ とに しま した。 この よ っに して

子 供 たち と話 を し， その 友達 を知 り，彼 らの

会 話 に耳 を傾 け る こ とが で き るよ うに な った

のです 。 それか らは， 子供 た ち と話 を して友

.達の名前 が 出て もす ぐに だれ の こ とだか 分 か

る ようにな りま した 。

で も小 さい子供 た ちの こ とを知 るに は，仕

事 を終 えて家 に帰 って きた時 が一 番 良 い よ う

です。普 通 は帰宅 して も まだ夕 食の 用意 が で

きて いませ ん。一 番下 の子 供 は私 と遊 びた く

てた ま らな いの で，私 は その 子 を ひ ざに乗せ ，

しば ら く一緒 に遊 ぶ こ とに して い ます。」

ピッ クス トン監督 は また， 子供 と語 り合 う

絶 好の機 会 を教 えて くれ た。 寝 る時 が それ で

あ る。奥 さんのバーバ ラは こう語 る。 「私 の主

人は，夜 家 にい る時 には ，子 供 た ち を一 人ず

つベ ッ ドに連 れ て行 き，長 い時 間話 を して聞

かせ ます 。主 人 の方 が私 よ りも子 供 た ち一 人

一 人 とよ く話 します わ
。 時 には， 小 さい子 と

一 緒に ピア ノ を弾 い た り
， ダ ンス を した りす

るこ と もあ ります の よ。」

「私 は運が い い方 か も しれ ませ ん 」 と語 る

の は，ア リゾナ州 メサ 第15ワ ー ド部 のマ イロ ・

レバロン ・ジュニ ア監 督 であ る。 「私 は仕事 の

都合 で 自分 の子供 た ち をパー トタ イマー と し

て雇 って いま した。 その お陰 で， 仕事 の後 ，

家 に一緒 に帰 るこ とがで きま した。 その10分

間が非常 に大切 で した。私.たち は車 の 中で じ
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っ く りと話 し合 えたの です 。」

次 に考 え られ るのが， 休 暇 の過 ご し方 であ

る。 キャ ンプや ハ イ キ ング」 家 の増 築や 修理

は，休 暇 中に家族 で行 な える絶 好 の活動 であ

る。 カ リフォル ニア州 パ シフ ィカ ワー ド部 の

ロ イ ド ・D・ ウィル ソン監督 は， キ ャンプや

釣 りが大 好 きで あ るが， こん な休 日の過 ご し

方 を教 えて くれ た。 「数 年 前，私 は高校3年 生

の長 男 と， 次 男， そ れに 彼 らの友達 をひ と り

連 れ て， ネバ ダか ら コロラ ドへ 自転 車 旅行 に

出掛 け ま した 。 そ して，1日 中 自転 車 に乗 り，

疲 れ た所 で休 む こ とに したの です 。 この旅 行

で，一 日に200キ ロ以上 走 った 日が何 日 もあ

りま した。 とにか く，私 たち に とっ て， この

旅 行 を一 緒に 計画 した こ とが何 よ りも意義 あ

る こ とで した 。」

一 緒 に過 ごす 時間 をと る

しか し， どんな に入 念 な計画 を立 て て いて

も変 更 を余儀 な くされ る こ とが あ る。残 業 を

しなけれ ばな らな い急 な仕事 が 入 って きた り，

出張 しな けれ ばな らない時 ， あ るい は農 作物

の収穫期 に入 った 時が そ うで あ る。 その ほか

交 代制 の仕事 に就 い てい る父親 も， 数 日間 家

を空 け るこ とにな る。 こ の よ うな 父親 は，仕

事 を辞 め ない 限 り， で きる こ とが 限 られ る。

「あな たは一 体 その 問題 を どの よ うに して

解 決 な さい ま したか 。」 私 は，ミシガ ン州 ミッ

ドラン ドステー キ部 の ロバ ー ト ・C・ ウ ィ ッ

トス テー キ部長 に尋 ね た。

「立 派 な妻 を選 ぶこ とです よ
。」 これ こ そ多

忙 な 父親 が家族 を正 し く導 く秘 訣 で ある。 も

ち ろん，家庭 にお いて 父親 に代 われ る もの は

何 もないが ，それ で も仕 事 の都 合や 教会 の 召

しで 父親 が家 を留守 にす る場 合 ，母 親 の心 の

持 ち方 で大 きな違 いが生 じる。

あ る監督 の妻 は こう述べている。 「主 人が監

督 に な ってか ら，私 は とて も苦 労 しま した。

なに しろ 突然 に，庭 の仕 事や 家 の仕事 が み な

私 に 回っ て きたの ですか ら。主 人が 家 に い ま

せ ん ので， ど うして も私 がす る しか あ りませ



ん。」傍 らで夫 が うな ず いて いた。 「確 かに 家

内に とって大 変 な仕 事 だ った と思 い ます。 し

か しこれ は また， 私に 大切 な責 任 が あ るこ と

を教 え て くれ ま した。 家 に帰 る と， 台 所の 流

しに は まだ 食器 が その ままにな ってお り， 居
ロ

間は散 らか り， 芝 生 は伸 び放 題 とい う有様 で

す。 それ で も私.は一言 も文 句 を言 い ませ ん で

した 。 その代 わ りに， 私 は 自分 か ら進 ん でそ

の後 片付 け をす る よ うに しま した。 そ して子

供 た ち に も手伝 って もらった の です。私 の す

るこ とに一 言 も妻 が 口 出 ししな いの に，私 が

どう して妻 のす る こ とに不 平が 言 え るで しょ

つ。」

父 親が 家 を空け るこ とに対す る子 供 の気持

ちには 十分 注意 を払 う必要 が あ る と語 るのは，

ハルバー セン監督 で あ る。 「私 は いつ も子 供 た

ちに， 『これか ら集 会 があるの で，一緒 に遊 べ

な いん だ よ』 とは決 して言 わ ない よ うに注 意

して い ます 。 それ は， 父親 を家 か ら奪 うのは

教 会だ と言 うこ とで教 会に 反感 を持 って も ら

い た くないか らです。 その よ うな 時，私 は し

ば ら く子供 たち と一緒 に ゲー ム を して， それ

か ら出掛 け なけれ ば な らない こ と を説 明 し ま

す。 その 時 も， ただ集 会に行 くと言 うの では

な く， それが どの よ うな集 会 で， なぜ 大 切 か

を説 明す る よ うに して い ます 。

その よ うに して 家 を留守 に しな けれ ば な ら

な い訳 を話 す と，子 供 た ち もよ く理解 して く

れ ます 。 また，私 が わず か な時 間 で も子供 た

ち と遊 ん でか ら出掛 け るの で，子 供 た ち も私

の気 持 ち を理 解 して くれ ，放 り出 されて い る

な ど とい う意 識 を持 た ない よ うで す 。」

多忙 で留 守が ちな父 親が 是非 と も考 え なけ

れば な らな いのが ，残 され た妻 と子 供 た ちが

どの よ うな気持 ちで い るか とい うこ とで あ る。

と同時 に， 父親 自身の 心の 状態 も見逃 す こ と

はで きない。

カ リフ ォル ニア の あ るワー ド部 の監 督 で，

大 学教 授 を して い る兄 弟 は， 次の よ うに述 べ

て い る。「私 が働 いて いる大 学 に，残業 時間 の

多い こ とを 自慢 して い る人々 が い ます 。彼 ら

は夜 遅 くまで残 って仕事 を して い ます。 また

図 書館 に こ も り， よ く書物 も出版 して い ます 。

そ して， 仕事 の 面 では素 晴 ら しい成功 を収 め

て い ます。 彼 らは， そ うす るこ とはすべ て家

族 のた め であ る と言 って い ます が，私 には ど

う して も， 家族 をない が しろ に してい るこ と

の 方が 目に つ いて仕 方 あ りませ ん。」

末 日聖 徒 の父 親 は，教 会 の召 しや社 会 の仕

事 で どん なに忙 し くて も，最 優 先すべ き もの

は何 か をは っき りと知 る必要 が あ る。言 うま

で もな く，仕 事 で秀 で るこ と も大切 で あ るが，

教会 で与 え られ た 召 し を立 派に果 たす こ とも

主 が望 ん でお られ るこ とである。「何 よ りも家

族 が 大切 で す」 と述 べ るの は， カ リフ ォルニ ・

ア州 リン ダマ ー ワー ド部 の ロバー ト ・E・ ソ

レンセ ン ・ジュニ ア監 督 であ る。「仕 事 を最優

先 にす る よ う私 に言 う人々 もい ます。 で も私

に とって仕 事 は3番 目，家 族 と教会 に次 ぐも

の で しか あ りませ ん 。今 で は職 場 の仲 間 もそ

の こ とを理 解 して くれ てい ます。 その代 わ.り，

私 は 自分 の責 任 は忠実 に果 たす よ うに努 め，

仕事 をな いが しろに した り，遅 らせ た りす る

こ とが決 してな い よ うに して い ます。私 は ま

だ一 度 も悪 い評価 を受 け た こ とが あ りませ ん。

また同僚 た ちは， 私 が土 曜 日に 出社 しない こ

とを理解 して くれ る よ うに な りま した。私 は

いっ も土 曜 日に は家族 と一 緒 に過 ごし， ワー

ド部 に 出掛 けて行 くこ とに レて いたか らです 。

日曜 日は言 うまで もな いこ とです 。」

彼 らの 多 くは， 職場 の 同僚 た ちが社会 で成

功す るこ とよ りももっ と重 要 な こ とが あ る と

い うこ とに気付 き始 め て い る と語 ってい る。

また，会 社 での抵 抗 もほ と.んどな くなって い

る と告 げている。あ る監督 は語 る。 「私 の上 司

に も同僚 に も家族 があ ります 。 そ こで， しば

ら くす る と， 彼 ら も家 に早 く帰 る よ うに な り

ました。週 に60時 間働 くの をや め たか ら と言

って， 状況 は悪 化 しませ ん で した。む しろ，

良 くな り始 め て い ます 。社 会 は家 族 と暮 らす

家 庭 を築 く ところか ら始 まるの です。」
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犠牲の香 リ

卜一 マ ス ・J・ グ リ フ ィ ス

あ の 秋の 夕方・ エ ム リス'デ イ ビス家 の 前
を通 り掛 か った人 は皆， 煙 突か ら漏 れ る

良 い香 りに足 を止め た こ とだ ろ う。そ れは，

か ぎ慣 れ た石 炭 の煙 の 匂い で はなか った。 も

しも家 の 中 をのぞ くこ とが で きた ら，信 じが

た い光 景 を 目に したはず で あ る。

しか しその前 に， エ ム リス ・デ イ ビス氏 の

ことをお話 しよ う。彼 は， ウ ェー ル ズ人 に し

か発音 で きない名 を持 つ ウェー ル ズの 小 さ な

町 に生 まれ育 ち， ご く平 凡な生 活 を送 って い

た 。近 くの炭坑 で事 務 員 として働 き，週 に何 回

か町 の居 酒屋へ 通 って は， ビール を飲 み なが

ら村人 の投 げ 矢遊 びや 玉突 きを見 物 して い た。

また，居 酒 屋へ行 か な い夜 は， 家 で聖書 を

読 ん で 過 ご す の で あ った。 エム リス ・デ イ

ビスは， 非常 に宗 教心 の あ る人 であ った。 あ

る時，教会 の牧師 と近 づ きに な り，信徒 に な

るよ うに勧 め られ た。 しか し，彼 は それ を断

わ り，牧 師 の説教 は 「絵空 事 」の よ うで聖 書

と食い違 っ てい る と言 って 当の牧 師 をまごつ

かせ た こ とが あ る。 それ は も う数 年前 の こ と

で， 以来 一度 も誘 い を受 け なか っ た。

その 彼 を悲劇が 見舞 った。 結婚 生 活2年 の

後， 最 愛の妻 が 出産 の ため に亡 くなっ て しま

ったの であ る。愛 す る妻 の グウ ェ イネ ス との

永 遠の別 離 を， エム リスは ど う して も信 じる

こ とが で きなか っ た。

その ようなあ る夕方 ， 彼が 暖炉 の そ ばで聖
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書 を読 ん で いる と，玄 関の ドア をたた く音が

聞 こえ た。 出てみ る と，ふ た りの青年 が 立 っ

て いた。 エム リスが用 件 を尋 ね る間 もな く，

そのひ とりが 言 った。 「私 た ちは末 日聖徒 イエ

ス ・キ リス ト教会 の宣 教師 です 。私 たちの教

会 の こ とと， そ の教 えにつ いてお話 した いの

です が 。」

エム リス ・デ イ ビスは， また 「絵空事 」 の

教 えだ ろ う と考 え， ドア を閉 め よ う と思 った 。

そこで， も う一度 青年 たちの 顔 を見直 した。

とこ ろが， 彼 らの表情 には何 と も名状 しが た

い雰 囲気 が感 じ られた。 誠実 と真 心 と勇気 を

ふ た りの顔 に見 た ので あ る。

彼の ウ ェール ズ 人特 有 の頑 固 な性格 に 反 し

て，ロ をつ いて 出 たのは， 「お入 りな さい」と

い う言葉 であ った。 暖炉 の 火に顔 を赤 く染 め

なが ら， ふ た りめ青年 は聖 書 に命 の 息 を吹 き

込 む よ うな話 を彼 に語 った 。そ の話 はエ ム リ

スの心 の琴 線 に触 れ，彼 は単 な る 「絵 空事 」

では ない と感 じた 。 このふ た りの青年 が 彼 の

家 をあ とに したの は， 夜 中 であ っ た。 その時 ，

エム リスはふ た りに，また来 てほ しい と頼 ん だ。

数 日後 の夕方 ， ふた りは また訪 れ ，福 音 の

レ ッス ンを続 けた 。 こ っして それか ら間 もな

くして，エ ム リス の心か らの祈 りが 答 え られ
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た あの不 思議 な夜 を迎 え る こ とに な った ので

あ る。

宣 教 師は， 福 音 の教 え を受 け入 れ， そ の教

え に従 っ て生活 し， 主 の神 殿 で結 び 固め られ

れ ば， エ ム リス と死 別 した妻 は再 び結 ばれ る

とい う永遠 の結婚 の律 法 を説 明 した。 それ を

聞 い たエ ム リスは， 魂 が よみが えるの を感 じ

た 。 こ っ して， 彼 は真理 を見 いだ した こ とを

知 ったの で あ る。 しか し，バ プ テ スマ を受 け

るの に難関 が あ った。 タバ コが大 好 きだ った

か らであ る。居 酒屋 通 い は問題 な か ったが ，

彼 は長年 にわ た って い ろい ろなパ イ プ を収 集

す るこ と を趣 味 と してい た。 木の根 のパ イプ，

メア シ ャムパ イプ(火 ざ らが 海洗石 製 の高 級

パ イプ)， そ の他 い ろい ろな 国のパイプが あっ

て，このパ イプ集 め は彼 の一 番 の楽 しみだった 。

彼 はバ プ テスマ を受 け たか っ たが， す でに

生 活 の一部 とな って いた 喫煙 の習 慣 を克 服す

る勇気 が持 て るか ど うか， 自信 が な か った。

炉 だ なの上 に パ イプ を納 め たガ ラ スケー スが

置 いてあ り， 礼拝 を求 め る偶像 の よ うに エム

リスを見 下 ろ してい た。

その夜 ， 彼 はベ ッ ドの傍 らにひ ざまず き，

答 え を求 め て祈 っ た。や が て朝 日が ウェー ル

ズの山 々に射 し込 め る頃 ，祈 りは答 え られ た。

主 は予 言者 を通 じて ， タバ コは 人の ため にな

らない， 神 のみ た まは清 くない宮 に は宿 らな

い と言 って お られ たか らで あ る。

次 の 日曜 日の聖 餐 会後 ，エ ム リス ・デ イ ビ

ス は支部 の会 員 た ち を 自宅 に招 いた 。そ して，

手作 りの ウェー ル ズケー キ とレモ ネー ドを出

してか ら，客 たち の注 目を促 しこ う言 った。

「ここ しば ら く
， 私 は難 しい 問題 を抱 えて

い ましたが， 今 晩閉 会 の讃 美歌 を歌 って い る

時 に，その解 決 法が心 に 浮 んで きました。 『犠

牲 は天 の祝福 を もた らす 』 とい う歌詞 が その

答 えで す。」それか ら彼 はパ イプの こ とをみん

な に説 明 した 。

話 を終 わ る と， 彼は 炉だ なの上 に 置 いてあ

ったパ イ プの ケー ス を手 に した。 そ して それ

をひ とつ ずつ 火の 中に投 げ込 み， それが め ら

め らめ らと燃 え るの を じっ と見 詰 めた。

彼の 両 わ きに宣教 師 が立 ち， 後 ろには 支部

の 会員 た ちが いた6こ うして燃 え.るパ イプの

香 りが 外 に漂 った。 しか し家 の 中は神 のみ た

まで満 ちて いた。

9
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ジ ゴセ ブ ・ス ミス が足 の骨 を冒 されて， こ

れ を治す の に手術 に よる しか 方法 が なか

った時 の， 勇気 あ る彼の話 は教 会 貝 を感動 さ

せ る。 彼が痛 み を抑 え るのに アル コー ル に頼

らず， 父 の腕 に抱か れ て手術 を受 け た い と言

った話 は， だれ で も知 って い る。外科 医 の私

は いつ もジ ョセ ブ ・ス ミスの手術 の こ とを考

え る と不 思議 に思 う。特 に その手 術 を成功 さ
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せ た 医者 た ちの こ とを考 え る と驚 異 であ る。

こ れは，1813年 にニ ュー ハ ンプ シ ャー州 の

辺 ぴ な 田舎 で 起 こ っ た 出 来 事 で あ る。 ス ミ

ス家 の 子 供 た ち全 貝 が チ フ スに かか っ た後，

ジ ョセ ブは骨 の病 気(骨 髄 炎)に かか った。

当 時 は お ろ か 今 世 紀 に 抗 生 物 質 が発 見 され

る まで， 骨 髄 炎 は 恐 ろ しい 病 気 で あ った。

古 代 ギ リシャの ヒポ クラテ ス以来 ， 炎症箇 所

をただ湿布 して， 石 こっで 固め る とい っのが

治療 法 の主 流で あ った。 しか しこの 方法 は効

果が ほ とん どな く， 骨が 冒 され始 め る と，広

範囲 に わた って 骨の 組織 が死 ん で しま う。 そ

して，新 しい骨 が で きる と， それに つ れ死 ん

だ組 織 が 内部 に包み 込 まれ て ゆ く。 そ の結 果

死 ん だ骨が ば らば らに な り， 骨 髄腔 の 中心部

に入 って しまい，常 時排 濃 す るか， 体 の他 の

部分 に毒が 転移 す るか して結局 死 を招 くの で

あ る。 通常 ，末 期 に外科 手 術が 行 なわ れて い

た。

死骨 片 を取 り除 い て排 濃す る技術 が 開発 さ

れ，世 に広 まっ たの は， よ うや く1874年 にな

って か らで あっ た。 また， 腐骨 摘 出手 術 とい

う手術 法 が確 立 した のは， 第一 次世 界大戦 後

の こ とであ る。つ ま り， ジ ョセ ブ ・ス ミスが

手術 を受 け た時 か ら一 世 紀 も後 の話 であ る。

1813年 のあ の手術 を， ル ー シー ・マ ック ・ス

ミスはこう書 き記 して い る。「医者 た ちは 足 の

骨 に穴 をあ け る手術 を始 め た。 まず最 初 に 冒

されて い る方， それ か らそ の反対 側， そ して
かん し

鉗 子 で そ の 骨 を 折 り と っ た 。」

ル ー シ ー ・マ ッ ク ・ス ミス が こ こ で 述 べ て

い る 手 術 法 こ そ ，1874年 に 開 発 さ れ た とい う

技 術 そ の もの で あ る 。 ニ ュ ー ハ ン プ シ ャ ー 州

の レバ ノ ン とい う小 さ な村 で，60年 も前に ど

うして その ような手術 が で きた ので あろ うか 。

末 日聖 徒 は その理 由 を偶 然の一 致 とは思 わ

な いで あ ろ う。 あ ま り知 られて はい ないが，

『教 会歴 史』 の 原稿 の 中で
， ジ ョセ ブは その

医師 た ちの 名 を挙 げて い る。そ の医 師た ちは

ス ミス家 か ら8キ ロほ ど離 れた ニ ュー ハ ンプ

シャー州 ハ ノー バー に あ るダー トマ ス医学校

の 「ス ミス， ス トー ン，パ ー キ ンス 」の3氏

であ った。

彼 らは， どこに で もい るあ りふれ た 田舎 医

師で はなか った。 マサ チ ューセ ッツ州 ケンブ

リッジのハ ーバ ー ド医学校 出身のナ サ ン ・ス

ミス はダー トマ ス医学 校 を単独 で興 し， 後に

ニ ュー イ ング ラン ドの医学 校 を3校 創 設 した

人物 で， ニ ューハ ンプ シャー 医学会 の会長 で

もあ った 。 ジ ョセブ ・ス ミスの手術 をす る前

に， コネ チ カ ッ ト州 ニ ュー ヘ ブ ンの エー ル.

医学校 の 内科 ， 外科 主席教 授 の地位 を与 え ら

れて い た。 しか し， 彼 は1813年 に，二.ユーハ

ンプ シャー州 ハ ノー バー 一 帯 に猛 威 を振 る っ

たチ フ ス病 患者 の 治療 のた め， ニュー ヘブ ン

行 きを延 期 して いたの で ある。

サ イラ ス ・パ ー キ ンスは ナサ ン ・ス ミスの

教 え子 で， ダー トマ ス医学校 の卒 業 生で あ る。

そ して 当時 ，解 剖学 教授 として恩師 と共 に医

務 に携 わ って い た。

ス トー ン もス ミス教授 の教 え子 で あった よ

うで あ る。 ダー トマ ス医学 校 の初期 の クラス

名 簿 には， ス トー ン姓 の学 生が 数名 いる。

さ らに 注 目すべ きこ とは， ナサ ン ・ス ミス

が 当 時ア メ リカで最 高の 医学 者 のひ とりで あ

った こ とと， 彼 が 自力 で早1798年 に骨髄 炎の

11



手術 を考 案 し， それ を1827年 に発 表 しなが ら，

以 後2世 代 も使用 され なか った とい う事 実 で

あ る。す な わ ち， 日の 目 を見 る数 世代 前 に，

ア メ リカで は彼 だけ が ジ ョセ ブ ・ス ミスの 足

を治す こ との で きた 人だ っ たの であ る。

ナサ ン ・ス ミスは， 学校 教 育 を受 けず に3

年 間ニ ューハ ンプ シャー州 の コー ニ ッシュ で

開 業 した。 しか しそ の3年 後 ，力 の 足 りな さ

を感 じた彼 は，創 設 問 もな いハ ー バー ド医学

校 を志願 した。 そ して5回 生 とな り，1790年

に故 郷へ 帰 って 医者 にな っ た。

彼は医 学 の水準 を高 め， 医療 技 術 の向上 を

図 る こ とを 自分 の使 命 と感 じて いた。 そ こ で

ダー トマ ス大 学の理 事 に 医学校 の 設置 を請 願

し， 自 らス コ ッ トラン ドのエ ジンバ ラで1年

間， 器具 器材 ，書 籍， 臨床 例 の収 集 に努 め た。

1797年 の彼 の初講 義 は， ダー トマ ス医 科大 学

の初 ま りで あ った。 』

彼は13年 間， 解剖 学， 化 学， 手術 ， 医薬 ，

医学理 論 お よび実 践 を一 手 に 引 き受 け て教 え

て いたが ，1810年 に なっ てニ ューハ ンプ シ ャ

ー州議 会 の認可 が お り
， パ ー キ ンスが解 剖 学

教授 と して迎 え られた 。

しか しふた りと も，一 定 した報 酬 は な く，

授 業料 と共 同 で行 な った診療 代 が収 入 のすべ

て であ った。 ス ミス博士 は ニ ュー イ ン グラン

ド北部 で 大勢 の医者 を育 て た ため， 難 しい症

例 につ い て よ く相 談 を受 け た。 そ の度 に，彼

はほ こ りっぽ いで こぼ こ道 を馬 に乗 っ て 出掛

け た。 また， 訓練 の 一部 と して，10人 か ら20

人の医 学生 を同伴 す るの が常 であ った。

これ は ジ ョセ ブ ・ス ミス の場合 に も同 じで

あ った。 ス トー ン博 士が ジ ョセ ブの 足の 手術

12

に2回 失敗 した あ と， 母 の.ルー シー はほか の

医 師 た ちの所 見 を聞 きた い と願 った。 そ の結

果 ，ナ サ ン ・ス ミス と，サ イラス ・パ ー キ ン

ス， それ に ダー トマ スの 医学生 た ちが， 手 術

に訪 れ たの で あ る。

初 め は足 を切 断 す る こ とが提 案 され た。 し

か し， ルー シー ・マ ック ・ス ミス は，差 し当

た って局 部 の切 除 手術 に とどめ て ほ しい と願

い出た 。ル ー シー の手術 描 写 は正 確 で， 当時

の ダー トマ ス 医学生 の ノー トに書か れ てい た

手術 記録 と一 致 す る。

この手 術 は成 功 し， ジ ョセ ブの傷 跡 はい え

た 。骨 がむ き出 しにな るほ どの傷 口が非 常 に

早 く回復 した こ とは， 実 に奇 跡 的 であ る。 そ

れ まで のナ サ ン ・ス ミスの 臨床 成績 も素 晴 ら

し く，切 除手 術 後 に切 断手術 を した とい う話

は ひ とつ もな い。 この よ うに して， ジ ョセ ブ

は3年 間松葉 杖 の世 話 にな っ た後 ，命 も足 も

助 か っ たの で ある。

チ フ スの 流行が 下 火 にな り， 足の手 術 が終

わ った後 ，ナ サ ン ・ス ミス とジ ョセ ブ ・ス ミ

スは共 に ニ ューハ ンプ シャー を離 れ た。 ナサ

ン ・ス ミス はエー ル 医学校 の 教授 とな り， そ

れか ら3年 後 ， ジ ョセ ブはニ ュー ヨー ク州 パ

ルマ イ ラに移 り住 み， バ ー モ ン ト州へ 戻 って

い る。 そ して，や が て主 の大 い な るみ 業 を始

め るこ とに な るの で あ る。

これ を偶 然 とは言 いが たい 。手術 の 失敗 を

2回 経 験 して もまだ足 の切 断 を拒 否 した 勇気

あ る少 年 と， ナサ ン ・ス ミスが 骨 髄炎手 術 に

関 して合衆 国一 の権 威 者 であ る こ とを知 らず

に切 除 手術 を願 い出 た母 親 。 時 と人 とが劇 的

な結合 をみた ので あ った。



「家 族全 員 で神 殿に 入 ・た 日・ 父 と母 は と

て もうれ しそ うで した 。あ ん なに幸せ

そ うな両親 を見 たの は初 め て です 。み ん なで

聖 壇 の 周 りに ひ ざ まず いて 手 を組 んだ 時，『私

た ちは永遠 の家 族 に な った』 とい う実 感 を味

わい ま した。」

「神 殿 で結 び 固め られ た 日か ら心底 夫 を愛

す る よ うに な った よ うに思 い ます 。」

「神 殿 に行 って永世 に わ たる結 び固め を受

け た 日は， 生 涯 で最 良の 日で した。永 遠 に懐

か しい大切 な 日に な る と思 い ます。」

「結 び固め の ため に あの神 聖 な建 物 に入 っ

て以 来， 穏や か な平安 に満 た されて い ます 。

あ の時 ほ ど， 妻 や天 父 とひ とつ で ある とい う

気持 ち を感 じた こ とは あ りませ ん。」

毎 年 ， この よ うに して大 勢の聖 徒 た ちの夢

生 涯 最 良 の 日

ジ ェ イ ・A・ ペ リ ー
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がか な えられて い る。 この世 の結 婚 をす で に

終 えてい る伴 侶 と，神 殿 で永 遠 に わた る結 び

固め を受 け る人 々は実 に多 い。 その 中 には，

以前 あ ま り活発 では な か った教 会 員 もいれ ば，

非教会 員 と結 婚 した人 もい る。 また， ある種

の習慣 を断 ち切 れず に長年 許 可 を得 られ なか

った人 々 もい る。

彼 らはそ の よ うな状 態か ら どの よ うに して

抜け出 し， 神 殿 の もた らす 喜 びに あず か る こ

とが で きた ので あ ろうか。

あ る教 会員 はこ う語 っている。「数 年 前 ま で

は，家 を空け て仲 間 と玉 突 きを した り，酒 を

飲 んだ りす るのが最 高 だ と思 って い ま した。

しか し今考 えてみ て も， ど う して そ うだ った

のか， 当時の 気持 ちが さっぱ り分 か らな いん

です。 テキサ スに 引 っ越 して も， 大体似 た よ

うな生活 で した。教 会 には行 か な い し， 宗 教

の こ とはほ とん ど考 え ませ ん で した。 そ こで

妻 は監督 の とこ ろへ 相談 に行 った のです 。 監

督が長 老定 貝会 の会 長 に協 力 を要 請 した こ と

は 言 っまで もあ りませ ん。会 長 は その こ とで

祈 り， 自ら私 た ちのホー ム テ ィー チ ャー に な

りま した。 そ れか らおか しな こ とが起 きた の

です。 彼が初 め て訪 れ て来 た 日， ど うい う風

の吹 き まわ しか， それ まで ホー ム テ ィー チ ャ

ー を家 の 中に一度 も入れ た こ との なか った私

が彼 を家に 入れ たの です 。彼 は私 の こ とを心

に掛け て くれ る友 人 として私 に接 して くれ ま

した。 彼は私 に ス ポー ツは好 きか と尋 ね ま し

た。ス ポー ツの大 好 きな私 は， この言 葉 にす

ぐ心 を開 きま した。す る と， バ スケ ッ トボー

ル をしてい るか らチー ム に入 って ほ しい と誘

われ ま した。私 は喜 んで承 知 しま した。 こ う

してチー ムの素 晴 ら しい仲 間 と知 り合 った こ

とで，飲 み友達 は本 当の友達 では な い とい う

気持 ち を持つ ように な りま した。」

しか しこの見 弟 は， まだ教 会 に 出席 しなか

った。毎 月の.ように ホー ム テ ィー チ ャーか ら
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誘 わ れたが ，「毎 月，何か と言 い訳 を作 りまし

た。生 活 を変 え なけ れば な らな いのが 恐 ろ し

か っ たの です 。 しか し会長 は言 い訳 をす る私
しゆうち

に 罪悪 感や 差恥 心 を少 し も感 じさせ ませ ん で

した。 それ で， 彼 が家 に来 て も私 は くつ ろい

だ 気持 ちで楽 し く過 ごせ ま した。や が て私 の

父 が亡 くな りま した。 その 時， 自分 の生 活 を

父 が悲 しん で いた こ と を知 って， も う父や 母

を悲 し ませ るこ とは しない よ うに し よ うと誓

い ま した。 そ して， 次 の 日曜 日に，私 は初 め

て ヒュー ス トンの教 会 に出掛.けました。教 会

貝 た ちは私 をま るで活発 な会 員 に対す る と同

じよ うに受 け入 れ て くれ ま した 。」

その後 は， 妻子 と共 に神 殿 へ の新 た な道 を

歩み 続 け るだけ で あっ た。

他 の 人々 の愛 を感 じる時， あ る いは悔 い改

め に奮 闘す る時， 人生 は静 か に ゆ っ く りと変

わ って ゆ く。

1972年 に， あ る夫婦 と6人 の子供 た ちが 神

殿 で結 び 固め を受け た， 「家 族 全員 で神 殿 に入

った 日， 父 と母 は とて も うれ しそ うで した。

あん なに幸 せ そ うな両 親 を見 たの は初 め てで

す 。 あの 日の 幸 びは，20年 間努 力 を続 け た賜

です」 と， 娘 の ひ と りが述懐 す る。 また， 母

親は こう語 る。「私 は信仰 篤 い末 日聖 徒 の家庭

で育 ち ま した が， 改宗 で き る と思 って 非教 会

貝 と結婚 しま した 。確 かに ，私 の希 望通 り主

人 は1953年 に教 会 に入 りま した。 けれ ども，

そ れが私 に うる さ く言 われ たせ い だ とい うこ

とはす ぐに分 か りました。 それ まで一 度 も口

に した こ とが なか った とい うの に，バ プテ ス

マ を受 けて か ら， タバ コや 酒 を始 め たの です 。

.私はがみ が み 口 うる さか っただ ろ うと思 い ま

す。私 は勝手 に子 供 た ち を教 会 に連 れ て行 き，

家 に帰れ ば教 会 に来 なか っ た と言 って主 人 と

口論 しま した。」

この よ うな状態 を変 えた のは何 だ っ たの で

あろうか。「その何 年 か，私 は一生 懸命 に祈 り



ま したが， た だ祈 る だけ で主 の答 え を聞 こ う

と してい ませ ん で した。 また， 答 え を聞 いて

も， それ を無視 し ま した。 こ うして事 態が 絶

望 的 にな って初 め て， 私 は主 の方 法 に よる し

か な い と考 える ように なったの です 。『現在 の

彼 を愛 しな さい。 彼 の歩 むに まかせ な さい』

と， みた まが ささや きま した。 そ こで私 は，

その勧 め に従 い ま した。 す る と， そ れか ら間

もな く， 私 た ちは神 殿に 入 る こ とが で きたの

です 。」

同 じ頃 に， 主 は彼 女の 夫 に別 の形 で手 を差

し伸 べ てお られ た。 職場 の 同僚 が ジ ョセ ブ ・

ス ミスの こ とを物笑 いの種 に し始め たの で，

そ の話 が本 当か ど うか知 りた い と思 ったの で

あ る。 彼 は も しも同僚 の言 う通 りで あ るな ら

ば，教 会 を離れ よう と思?た 。.「私 は モル モ ン

経 を読 み始 め ま した。 そ れ までモ ル モ ン経 を

理 解 しよ うと真 剣 に な った こ とが なか ったの

で， これ は素 晴 ら しい経験 で した。 その結 果，

同僚 た ちに対 して教会 を どの よ うに弁 護 した

らよいか が分 か る と共に， 真理 を知 りたい と

「家族 全員 で神 殿 に入 った 日
， 父 と母 は

とても うれ しそ う で した 。あん な に幸 せ

そ うな 両親 を見 た の は初 め てて す 。あ の

日の喜 び は，20年間努 力を 続けた賜です。」

い う気持 ちが 湧 き上 が っ て き ました。 そ こで

私 は教 会 に戻 りま した。 その 間， 妻が 黙 って

私 を助 け て くれ た こ とも驚 きで した。 以前 な

ら私が 戻 れば 戻 った で 『だか ら言 ったで しょ

う』 と言 っ たはず の ところ を，何 も言 わ ず，

た だ私 の 手 を取 って， 私 が幸せ にな る こ とな

ら何 で も手伝 い た い と言 うので した。」

こ う して彼 は宣 教 師の レ ッス ン を復 習 し，

福音 を学 ん で教会 に 出席 す る よ うにな った 。

また， 断食 日曜 日の証 も彼 に大 きな感化 を与

え た。 こ う して 彼は 酒 を断 ち，禁 煙 にい どん

だ。「7年 間 タバ コ を吸 って い ましたが ，意 志

は堅 い方 なの でやめ るのは簡 単 だ と思 ってい

ま した。 とこ ろが い くらや め よ う として も，

そ れが で きな いの です 。や め よ う と決意す る

度 に何 か が 起 きて， ふ と気 付 くと指 に タバ

コ をは さんで 口か ら煙 を吐 い てい る とい う具

合 で した。 主 に祈 り求 め れば タバ コを吸 い た

い とい う気 持 ち をな くして下 さ る とい う話は

聞 い てい ま したが ，私 に はだ め で した。 それ

だけ の強 い信 仰が 私 に なか ったの か，主 が私

にそ れ を通 じて もっ と成 長す るこ とを望 まれ

たか らだ と思 い ます 。 自分 にはや め られ ない

とい うこ とを知 っ ただけ で した 。そ れで も私

は主 に祈 り， どん なに難 し くて も再 び タバ コ

は吸 い ませ ん と約 束 し ました。 それ は容易 で

は あ りませ ん で した。実 際， 今 で も， タバ コ

の 匂い をか ぐと吸 い たい衝動 に駆 られ ます。

で もあ の時 以 来誓 い を破 った こ とは一度 もあ

り.ませ ん。」

「.もし計 画 を立 て なか った らこ うは で きな

か っ た と思 い ます 。 ホー ムテ ィー チ ャー か ら，

一 番大切 な こ とは神殿 に 参入 で き るよ うに 目

標 を きちん と定め て， 次 に予 定の 日時 までに

目標 を達 成す るこ とだ と教 わ りま した。 そこ

で， まず 全部 の集 会 に 出席 しよ うと決 め ま し

た。 で も，夜 勤 が あ るので大 変 で した。神権

会 に出 るた め には， た った1時 間 しか 睡 眠時

間 を取 れ ませ ん。 しか し とにか く， 出席 しま

した。 次の 目標 は知 恵 の言葉 を守 る こ と，3

番 目が什 分 の一 を納 め るこ とで した。 この よ

うに 目標 を立 て る こ とは とて も効果 的 で した。

それ ぞれ の 目標 の達成 に は期 限 を きってい て，

最 後 に神殿 に 参 入す る 日付 を決め てお きま し

た。私 た ち には この方 法 が良 か った と思 い ま

す 。」'

イギ リス に住 む あ る夫婦 は，神 殿 に参入 し

た こ との な い人 の ため の特別 セ ミナー に誘 わ
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れ た。 「私 た ち は毎 週 ，主 の戒 め を守 る こ と

に よって祝 福 を受 け た 人々や ， 自ら生活 を変

えて神殿 に参 入 した人 々の証 を沢 山聞 き ま し

た。 それは とて もため に な りま した。 また，

福 音 に関 してそ の週 に努 力す る割 り当 て を毎

週 与 えられ ました。」その セ ミナ ーが 終 わ る と，

夫 妻 は神殿 に参 入す る準 備が で きた と感 じ，

必 要 な面接 を受 け た。「1973年11月9日 に，私

た ち夫婦 はエ ンダ ウメ ン トを受 け て， ジ ョン

とジェ ミー を永 遠の 子供 として私 た ちに結 び

固め てい ただ き ま した。 生涯 で最 良 の 日で し

た。」

また別 の姉 妹 は， 自分 の家 族 が神 殿 に参 入

す るまで の経過 を語 って くれた 。「私が す っか

り不 活発 にな って しまっ た最 大 の理 由 は，知

、恵の 言葉 を守 らなか った こ とにあ ります 。 立

派 な教 会 員に 囲 まれ た中 でいつ も罪悪感 を感

じて いた のです 。 その よ うな時 に夫 が違 う州

に転 勤に な って， ホー ム テ ィー チ ャー が私 た

ちを訪 ね て きて下 さ い ま した。 フ ァ カ トー 兄

弟 とマー セ ク兄 弟 のお ふ た りです 。兄 弟 た ち

につ いて ひ とつ 感動 した こ とは，私 が知 恵の

言葉 を守 って い ない こ とをあ れ これ言 わず ，

私 の守 ってい るほ か の戒 め につ いて話 して下

さった こ とです。 こ の よ うに して， 訪 問が 度

重 な る うちに， 兄 弟 たち の好 意 と親切 が よ く

分か っ て， 状 態が 良 くな って きま した。マ ー

セ ク兄弟 はふ た りの娘 を迎 えに来 て， 飼育 し

て い らっ しゃ るう さぎ をふ た りに 見せ て下 さ

い ました。 フ ァカ トー姉 妹 は私 に 電話 をか け

て い ら して，昔 か らの 友 達 の よ う に お話 し

ま した。 私 たち は教会 に行 った こ とが ない と

い うの に， ま るでワー ド部 の全 員 が私 た ちの

こ とを心 に掛 け て下 さ って い るよ うで した。

私 た ちはホー ム テ ィー チ ャー とワー ド部 の新

しい友 人た ちのお 陰 で，知 恵 の言葉 や そのほ

か の主 の戒め が守 れ る よ うに な り，神 殿 に行

くことが で き ま した 。正 しい生活 を して い る
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皆 さんの幸 せ な様子 を見 て，私 た ちに..も必 ず

同 じこ とが で きる と思 ったの です 。 家族 で結

び固め を受 け た あの 日は， 一 生 で一番 素 晴 ら

しい 日で した。」

状 況や 人物 は様 々 に異 な るが， この よ うな

証 は数 え きれな い。 その 中 で， 神 殿 に参 入す

る準備 を した人 々の 気持 ち は共通 してお り，

ただ ひ とつ であ る。 カナ ダ に住む あ る夫婦 は

この よ うに語 ってい る。「思 ったぼ ど難 しくは

あ りませ ん で した。最 初 は とて もで き ない と

思 って いた の です が ， 自分 自身 をよ く見 詰め

て何 を変 え るべ きか を知 ってか らは考 え方 が

変 わ りま した。」大勢 の 入が ，完 全 にな らなけ

神殿 に参入 しよ う とす る会 員 は，道徳 的

に清 く，指 導者 を 支持 し，什 分 の一 を 完

納 し， 隣人 に対 して正 直て ，知 恵の 言葉

を 守 リ，安 息 日を 聖 日と し，集 会 に 出席

し，教 会の さ ま りや 教 え に従 うよ う に努

め な けれ ばな らな い。

れば 神殿 に参 入 で きな い と考 えて い る。 しか

し， 祝福 を求 め て熱 心 に準備 す る人は， 神殿

に参 入 しなけれ ば完 全 を望 め ない こ とを悟 る

で あ ろ う。 エ ンダ ウ メン トと結 び 固め は，一

定 の資格 を満 たす聖 徒 た ちに， なお 一層 の進

歩 向上 を促す もの として授 け られ るの で あ る。

その 資格 条件 は 多 くな い。 しか し， それ で

は 自分 は何 をす べ きか とい う観 点か ら現 実 を

見 よう としな い人 々に は途 方 もな く大 き く見

える もの であ る。神 殿 に参 入 しよ うとす る教

会 員は， 道 徳 的に 清 く， 指 導者 を支 持 し，什

分 の一 を完納 し， 隣人 に対 して正 直で， 知 恵

の 言葉 を守 り，安 息 日を聖 日 とし， 集 会 に出

席 し，教 会 の きま りや教 えに従 う よ うに努 め

な けれ ば な らない 。

神 殿 で家族 の結 び 固め を受 けた い と望 む 夫



婦 は， ホーム テ ィー チ ャーか神 権 指導 者 と一

緒 に， 自分 は 何 をす る必要 が あ るか， 上 記の

資格 を検討 してみ る とよい。 ほ とん どの 点 で

資格 を満 た して い るこ とに気 付 くで あ ろ う。

次 い で， どの よ うに， い つ までに そ の他 の点

で 自 らを備 え るか を明記 した着実 な計 画 を立

て るよ うにす る。 ほ とん どの 人が ，思 って い

た よ り難iしくな い こ とを知 ることだ ろう。難 し

いの は その気 に な って頑 張 る こ とだ け であ る。

結び 固め の儀 式 の もた らす報 い は大 きい。

あ る姉妹 はこう述べ てい る。「父は神 殿 に行 く

前 は横 暴 です ぐに どな ってば か りい ま した。

で も今 は穏 やか で， 紳 士 的で， 愛 情豊 か です 。

私 は何 度 か父 を憎 く思 った もの です。 そ して

母 に， 父 は家族 では ない よ うだ と言 っ た もの

で した。 それ が， 今 は とて も優 し くな って，

同 じ人 とは思 えな い くらい に戒め をよ く守 っ

て い るのです 。素 晴 ら しい こ とだ と思 い ます 。

そ れは， 父 自身 が私 た ち を神 殿 に連 れ て行 っ

て家 族 の結 び 固め を受 け るこ とが で きる よ う

に， 主 の助 け をい ただ いて 自分 を変 え たせ い

だ と思 い ます。」

「私 の祖 父 は
， 自分 の生 活 を変 えて 活発 に

な り，神 殿 に参 入 しま した。 その後 ，祖 父 は

何年 も無意 味 な生 活 を送 って きた こ と を残 念

が ってい ます 。幼 児の祝 福 が あ る度 に， 静 か

に涙 を流す の です 。祖 父 は教会 に不 活 発 であ

った ため に， 自分 の子供 た ちの祝福 を.自分 で

しなか ったか らです。儀 式 を施 す ため に受 け

て いた神権 を使 った こ とが 一 度 もなか ったの

です 』 その祖 父 もず いぶ ん丸 くな りま した。

今 では とて も謙遜 に な って，安 らか な生 活 を

送 って い ます 。」

「私 は悪 い習慣 をや め られな い こ とで 自己

嫌 悪 に 陥 ってい ました。 自分 が霊 的 に夫 の 足

を引張 って い るこ と を承 知 して い ま した。 そ

れ で，神 殿 の準備 を しなが らひ とつ ずつ 習慣

を克服 したの です 。今 は生 まれ変 わ った よ う

に感 じて い ます 。 そ して， 今 の 自分 な ら天父

に受 け 入 れて い ただけ る と信 じて い ます 。 こ

の よ うな素 晴 ら しい気 持 ち を感 じたの は生 ま

れ て始 め て です。」.

結 び固 めの もた らす 究極 の祝 福 は， この世

で知 り得 な い もの で あ る。最近 の 断食 日曜 日

に， シ ャ ロン とい うひ とりの姉 妹 が ポール と

い う小 さい子 息 の話 をされ た。 ポール が 自宅

近 くの灌 概用 水 路 で溺 死 した との こ とで あっ

た。 シャ ロン と夫 のマ ックスは深 い絶望 に沈

ん だ。夫 妻 に は長 年 子供 が 恵 まれず， 何 回 も

の流 産 の末 に，や っ と祈 りがか な って生 まれ

た子 供 が ポー ルだ った か らで あ る。夫 妻 は初

め か ら， ポー ルに 愛 と英知 と素 直 さの ある こ

と を感 じて い た。 ポー ルの 存在 は彼 らに とっ

て 絶大 で あ ったが ため に， 逆 にそ の死 は非常

な苦 悩 を もた ら した。

その 不幸 が あ って3週 間後， シャ ロンは ワ

ー ド部 の会 員 た ちの前 で
， その試 しに どの よ

うに応 えたか を話 した。 彼女 の涙 は乾 いて い

た。 しか し， 彼女 を知 る人 々は， 彼女 が心 の

内で 泣 いて い るこ と を知 ってい た。

「兄 弟姉 妹 の皆 様 ， この2，3週 間，皆様

の助 け と励 まし をいた だ き， あ りが とうご ざ

い ま した。 とて も大 きな試練 で した。…… 」

彼女 は 口 ご もって 目を伏せ た。 その後 話 を続

け よ う としたが 声 に な らず ，は っき り話 そ う

と懸命 で あった。「で も，天 父が私 を愛 して下

さって い る こ とが ，前 よ りもも っ とよ く分 か

る よ うに な りま した。 小 さな ポー ルが， マ ッ

クス と私 が 一生 懸 け て努 力 して達 す る 目標 を

もう達 成 して しま った こ とを知 って， 本 当に

感 謝 してい ます。 私 た ちが家族 として聖 な る

神 権 に よっ て結 び固 め られ たこ とが大 きな慰

め です 。 も しそ れが なか っ た ら， とて も耐 え

きれ な い経験 で した 。私 は， ふ さわ しい生活

をす るな らば家族 が また一 緒に なれ る とい う

こ とを， は っ き りと知 って い ます 。」
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質 疑 応 答
本誌 の回答 は問題解決の一助 と して与えられたものであ

り,教 会の教義 を公式 に宣言 するものではあり.ません。.

ユ タ州 ヒーバ ー東 ス テ ー キ部

ステ ー キ部 長

日 バ ー ト･F･ク ラ イ ド

祈 リや話 の最 後 に聴 衆も｢ア ーメン｣

と言い ますが,そ れ はな'ぜ大切 な の

で しょ うか 。

｢アー メン｣と い う言 葉 は,何 千年 も前 か

ら使 わ れ て きま した。事 実,こ の世 に教会 の

あ る時 は,い つ の時 代 に も,'祈 りと説教 は｢ア

ー メン｣と い う言葉.で閉 じ られ て きま した。

ダ ビデ は,旧 約 聖 書 の詩 篇106編 を次 の よ

うな言 葉 で締め くくっています 。｢イ ス ラエル

の神,主 は とこ しえか ら とこ しえまで ほむべ

きか な。すべ ての 民は 『ア ァメン』 と とな え

よ。｣(詩 篇106:48)

次 に,主 が モー セ を通 して,偶 像 礼拝 につ

いて語 られ たみ言葉 を見 てみ ま し ょう。｢『工

人の手 り 作 であ る刻 んだ像,ま た は鋳 た像 は,

主 が憎 まれ る もの で あ るか ら,そ れ を造 って,

ひ そか に安 置 す る者 はの ろわ れ る』。民 は,み

な答 え てア ァ メン と言 わ なけ れば な らな い。｣

(申 命27:15)

パ ウロ も,｢ア ー メン｣と い う言 葉が 使 われ

るこ とを コ リン ト人に教 えてい ます 。｢1コ リ
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ン ト14:16参 照)

十二使 使評 議 員会 の会 員 であ るブ ルー ス･

R･マ ッ コンキー長 老 は,次 の よ うに述べ て

い ます 。｢聖 書 で は約20回 ∫アー メン』 とい う

言 葉が 出 て くる。 モル モ ン経 は その約2倍,

教 義 と聖約 に至 って はほ とん どすべ ての 啓示

が 『アー メン』とい う言葉 で閉 じられている。｣

(M∂7翅oπZ)06〃 勿θ｢モ ル モ ンの教義｣p.32)

また今 日,教 会 幹部 は次 の よ うに勧告 して

い ます。｢現 在教 会の会 衆 の間 で,祈 りと話 の

結 びに使 う 『アー メン』 の声が 目立 って小 さ

くなっ てい る。話 された 内容 に対す る同意 と

承 諾 を示 す ため に,全 会 員は 聞 こえ る大 き さ

の声 で 『アー メン』 と言 うべ きで あ る。教 会

のす べ ての集 会 と集 ま りで,『 アーメン』の言
の

葉 を もって気 持 ち をひ とつに す る よう再 び強

調す る必要があ る。｣(｢神 権 会 報｣第9巻 第5

与,P.4)

祈 り.や説教 を｢ア ー メ ン｣で 結 ぶ とい う指

示や 勧告 に従 うの は もち ろん です が,こ の言

葉 を用 い る理 由 を もう一 度見 直 して み るこ と

も必要 です 。多 くの 人は,｢ア ー メン｣と 言 う.

こ とは 単 に同意 す なわ ち｢そ の通 りです｣と

い う気 持 ち を表 明す るに過 ぎない と思 って い

る よ うです が,実 際に は それ以上 の 非常 に深

い意味 が あ るのです ξ

神 の聖徒 は 誓約 を交 わす 民 です 。 バ プテ ス

マ,聖 餐,神 権,エ ンダ ウ メン ト,永 遠 の結

婚 の結 び 固め を受 け る時,聖 徒 た ちは誓絢 を

交 わ します。 会衆 が 【アー メン｣と 言 うの は,

祈 りや 話 に同 意す る旨 を表 明.するだけ でな く,

それ らの祈 りや 話 の 中で述べ られ た原 則に従
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私 は,バ トリ ックの墓地 で捧 げ た奉献 の祈

りの中 で,私 た ち家族 がふ さわ しい生 活 を し

て,い つ の 日かバ トリッ クが現 在 いる完 全 な

場所 で 彼に会 うこ とが で きるよ うに と,一 心

に 天父 にお願 い しま した。6年 経 っ た今 も,

私 た ちは同 じ祝福 を願 って祈 りを捧げ てい ま

す 。 これが また,そ の 目標 を達 成 す るため の

家族 の励 み とな り,チ ャレン ジ となっています。

私 たち家族 は,こ の尊 い 息子 であ り兄弟 で

あるバ トリック といつ の 日か 再会 して,家 族

と して生活 で き るよ う祈 ってい ます 。 また,

現 在 のバ トリックの幸福 と成 功 を祈 る こ とも

ふ さわ しい と感 じてい ます 。い ずれ に して も

私 た ちは,バ トリックが万事 申 し分 の ない状

態 に あ るこ とを知 って い ます。幼 くして死 ん

だ子供 は 欠け るところな く,主 の王 国に住 むに

ふ さわ しい と主 が 約束 して お られ るか らです 。

私 た ちは,幸 いに もバ トリックの墓が 近 いの

で,と きど きそ の墓 に出掛 け て行 き,家 族 の祈

りを捧 げ ます 。その うち子供 の口か ら,｢バ ト

リック兄 さんのお墓 に行 ってお祈 りしよ うよ｣

とい う言葉 が 聞か れ る よ うに な るこ とで し ょ

う。墓 に行 く度 に私 た ち家 族 は,永 遠 に関 わ

る神 聖 で重要 な事 柄 につ いて語 り合 い,霊 的

な時 を過 ご して い ます 。

私 た ちは,今 この世 に生 きて いる子供 た ち

と変 わ りな く,バ トリッ クが私 たち家族 の一

員 で ある とい う気持 ち を持 って い ます,そ し

て,彼 の誕 生 日をいつ も忘 れ ず,ケ ー キ を作

って祝 うよ うに して い ます。 これ は子 供 たち

にその 意識 を持 たせ るのに価値 が あ る と思 う

か らです。 バ ト リックは実在 してお り,そ の

小 さな肉体 は いつの 日か 復活 します。 そ して,

私 た ちは家 族 として永遠 に一 緒 に住め るので

す 。私 た ち夫婦 は この こ と を心か ら信 じてい
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ます。 また この こ とを,子 供 た ちに も理 解 さ

･せた い と思 ってい ます。 これ は親 と して子 供

た ちに是非 と も望 む ところ です。

バ トリックが死 んだ後,私 た ち夫婦 は4人

の子供 を授 か りま した 。そ して今,白 い'皮表

紙 の覚 えの書 に よって,彼 らに バ トリッ クの

こ とを教 え るこ とがで きるこ と を心か ら感謝

して い ます 。 この覚 えの書 には,バ トリッ ク

に関す る証 明 書や,病 院,葬 儀,埋 葬 の写真,

手紙,そ の他 の小 さな貴重 品 を収 め て お りま

す。 この覚 えの書 を見 る時 に,私 たち夫 婦 に

も,ま たバ トリックを知 らな い子供 た ちに も,

彼 の存在 が 身近 に感 じられ るのです 。

妻 のサ ンデ ィー と私 は,主 が この幼 な子 の

誕生 と死 を,最 も麗 し くか つ霊 的 な家族 の体

験 のひ とつ として下 さ った こ とを心 か ら感謝

してい ます 。私 た ちは この体験 を特 別 な恵 み

と受 け取 って い ます 。主 は,私 たちが バ ト リ

ッ クの 生 と死 を甘受 で き るよ うに して下 さい

ま した。私 た ちはバ トリッ クの思 い 出だけ で

な く,彼 と共 に過 ご した,神 よ り与 え られ た

数 日間 の特 別 な 日々の思 い 出 も大切 に してい

ます。 あ の出来事 が あ った時 に私 た ちは,教

会 の書 物 を沢 山読 んで,幼 くして この世 を去

る子供 た ちに関 してい ろい ろな こ とを学 び ま

した。 私 た ちは,幼 な子 に関 して主が 述べ て

お られ る約 束 と彼 らの将 来 につ いて,親 とし

て,ま た家 族 として,感 謝 の気持 ちを語 り尽

くす こ とは で きませ ん 。私 た ち家 族 は四六 時

中バ トリッ クの こ とを考 え,彼 の こ とば か り

を 話 してい る とい うわ けで はあ りませ ん 。 し

か し私 た ちは彼 を忘 れ るこ とが な い よ うば と

努 力 して い ます 。 また,バ トリッ クが私 た ち

に残 して行 っ た特 別 なチ ャ レン ジ と約 束 をい'

つ も忘 れ ない よ うに して い ます 。
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しましょう。(1)有能 な役 員 とは,管 理す る人々

を成功 へ と導 くことので きる人 である。(2)す べ

ての割 り当て と,特 定 の時 までに達 成 で きる よ

う,明確 な説 明 を加 えて割 り当てる。(3)割 り当

て を与 え る時 に,結 果 の報告 日を定 め,記 録 し

てお く。 そ の記録 に基 づ いて報 告 を要請 す る。

役 員 は何事 を行 な う場合 に も,入 念 に計画

を立 て,日 程 を組 み,そ れに従 う必要 があ り

ます 。 この場 合,基 本的 な骨組 み さ え組め れ

ば よ く,決 定 を下 す の に長 々 ど話 し合 う必要

はあ りませ ん。 これ は,会 長 会 で責 任 分担 を

行 な うこ とに よ り効 果 的に実施 す るこ とが で

きます 。 また,自 分 が管理 し報告 しなけれ ば

な らない分 野 は何か を知 るこ と もで きます 。

なおす べ ての集 会 につ いて 基本 的な ア ジェ ン

ダ を作 成す るこ とが 必要 で す。

地域 に よって特殊 な問題 を抱 えて い る とこ

ろ もあ ります 。マ サ チュー セ ッツ州 ボ ス トン

ス テー キ部 の各 ワー ド部,支 部 は,1,2の 例

外 を除 いて,い ず れ もソル トレー ク盆地 全域

(幅 約24キ ロ,長 さ約32キ ロ)に 相 当す る広

さ,あ るい はそ れ以上 の地 域 を管轄 してい ま

す。30近 い町や 市 を集 め て も姉 妹 た ちはわ ず

か で,ひ とりしか いな い町 もあ ります 。 そ こ

で私 たちは,各 ワー ド部,支 部 の 詳 しい地 図

を入手 し,一 人一 人の姉妹 の居住地 を書 き込

む よ う提 案 して い ます。

改宗 者が 急増 してい る今 日,会 員総:数はめ

ま ぐる し く変 わ ります。 そ のた め,会 員記 録

と訪 問地 区の割 り当て はいつ も最 新 の状態 に

して お くこ とが 大切 です 。 そ して,こ れ らの

記録 を用 いて,各 会 員 の活動 や 成長 の相違 を

知 るこ とがで きます 。 この よ うな配 慮 を しな･

い と,個 々の 状況 を見過 ご し,結 果 として一

部 の会員 を失 うこ とにな るで しょ う。 また扶
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助協 会 の役 員は,教 会 の伝 道 プ ロ グラムの一

環 として,新 し く来 た姉妹 たちに絶 えず気 を

配 り,温 か く迎 え る よ っに しま しょ っ。 これ

は役 員 の非常 に 大切 な務 め です。

しか し,何 よ りも大切 な のは,組 織 を秩 序

立 て て,運 営 の備 え を し,｢命 の 息｣(創 世2:

7)を 受 け るこ とです 。主 が こあ命 の息 を ど

の よ うに扶 助協 会 の役 貝の 中に 吹 き込 まれ る

か を理 解 して い ただ くため に,ひ とつ の 経験

をお話 した い と思 い ます。

あ る朝 早 く,新 しく召 され たば か りの あ るワ

ー ド部 扶助 協 会会 長か ら電 話が かか って き ま

した。前 夜特 別 な役貝 教師 会 を開 いた との こ

とで,喜 び を隠 し切 れずにや や興奮 気 味に,事

の次 第 を話 して くれ ました。 彼女 た ちは断 食

をして集 まり,自 分 た ちの努 力 に対 してみた ま

の祝 福 が あ るよ う謙遜 に願 い求 め た そ うです。

ひ と りの姉妹 は,教 会 の活動 に参加 す るの に

扶助 協 会 と訪 問 教師 プ ロ グラムが どの よ うな

力添 え を して くれ たか とい うこ とと,自 分 に

対 す る姉妹 た ちの愛 と献 身 的な働 き掛 け につ

いて語 りま した。 また,別 の姉 妹 は,祈 りの

気 持 ち を もって聖典 を研 究 し,そ の教 えに触

れ るこ とか ら豊 か な恵 み を受 け た こ とにつ い

て語 り,も うひ とりの姉 妹 は,扶 助協 会 に お

け る姉 妹 同士 の思 いや り と愛か ら大 きな影 響

を受 け た こ とを話 しま した。 また,イ エ ス･

キ リス トが神 の御子 であ り,福 音が 神 よ り与

えられ た もので あ る とい う証 と知識 を持 つ こ

との大切 さにつ いて語 った姉妹 もいた そ うで

す。 共 に讃 美歌 を歌 い,証 を分 か ち合 うこ と

で,彼 女 たちは 主の みた まに よ ってひ とつ と

な り,平 安 と喜 び を得 る こ とが で きま した。

愛 と喜 びに満 ちだ この女性 たち は,必 ずや ワ

ー ド部全 体 に恵 み を もた らす こ とで しょ う。

→

嘲
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ばな りません。
あたま

ルシフェルは,と て も頭 の よいれい
い

で し た 。ル シ フ ェ ル は,｢わ た し に 行 か

せ て くだ さ い 。 わ た し は,か な ら ず み
かえ

んな をまたつれて帰 って きます。む り
ただ

や りに正 しいこ とをさせ ますか ら｣と,
い

言 い ま し た 。
じ ぶん

ル シ フ ェ ル は,こ う ま ん で,自 分 の

かんが てん

ことばか りを考 えるれ いで した。天の
とう

お父 さまの けいか くをよ くは たして,

ほめ られたか ったの です。
てん とう

け れ ど も,天 の お 父 さ ま は こ と わ り

ま し た 。 そ の た め,ル シ フ ェ ル は は ら 』
た ぶん じ ぷん

を立て,れ いたちの3分 の1を 自分に

したがわせ ました。 そ して,と うとう.
てん お だ

天か ら追い出されて しまいま した。 こ
いま

･のル シ フ ェ ル は
,今,｢サ タ ン｣と か,

｢あ く ま｣と か よ ば れ て い き す
。
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サ タンと,サ タ7に したが うれいた
か らだ

ちは,わ た したちの ように体 をもつ こ
いま よ

とが できませ ん。そ して今,こ の世 に

いて,わ た したちをゆ うわ くし,わ た
わる ロ

したちに悪 いこ とをさせ ようとしてい

るのです。サ タンた ちは,わ た したち
てん とう かえ

が,天 のお父さまの ところへ 帰れない

ように,じ ゃましようとしてい ます 。
てん とう

もうひと り,天 のお父 さまのけいか

くをおこなお うとしたれレ}がい まし々。
てん とう

そのれいは,天 のお父 さまの さい しょ

の子 どもであるイエス さまで しを･イ{

エ ス さ ま は,わ た した ち が こ の 世 で,』

自券 の慧 うままの こ とがで きるように,1

｢『じ ゆ う い し』 を あ た え ま し ょ う｣と
,

てん とう 　 　

天 の お 父 さ ま に お っ し ゃ い ま し た 。'f

イ エ ス さ ま は,わ た し た ち の い ち ば
にい

んのお兄さんで,わ た したちをとて も,
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じ ぷん かみ

わた した ちはみな,泊 分 が神 さまの
こ し

子 どもであ るこ とを知 ってい ます。 で
わる

すか ら,悪 いこ とをす るように さそわ

れて も,｢ぼ くは しない よ｣｢わ た しは
い

し な い わ｣と 言 う,ゆ う き を も つ こ と

が で き ます 。

てん とう かんが

天のお父さまは,わ た したちが考 え

てい るよ りももっ と,わ た した ちをあ

い して くださっています。｢ど こにいて

もわす れない｣と お っしゃって います。
てん とう

わた したちひ とりび とりが,天 のお父

さまに とってたいせつなのです。です
てん とう

か ら,わ た したちが天のお父 さまにい
はな

の り,あ い しているこ とを話 し,い ま

しめ をまもるこ とによってあい をしめ

す こ とが,た いせつ です。わた したち
てん とう

は,天 のお 父さまに したがお う とす る
てん

と ぎ に,り っ ぱ に せ い ち ょ う し て,天

とう

のお父 さまのよ うになれ るのです。
よ せいかつ

この世の生活 は,わ た した ちがせ い

ちょう.するために ひつ よ うです。わた
よ

し た ち は,こ の 世 で,き ょ うだ い,し

ひと

まい として,ほ か の人び とのためには

た らき,い っ しょに｢え いえんのせ い

めい｣を える じゅんび をす るの です。
う

わ た し た ち は,生 ま れ て く る と き に,
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てん とう

天 の お 父 さ ま の と こ ろ に い た と き の こ

と を わ す れ て し ま い ま す 。 け れ ど も,

｢せ い れ い｣は
,わ た謬し.たち が か み さ

こ こころ

まの れいの子 どもであったことを,心
なか おし

の中に教 えて くだ さいます。
じ ぶん

わた したちは,自 分が だれなのか,
よ

この世 でなにを しなければな らないの
し い

か,ま た死 んだあ とどこへ行 くのか,
し

知 ってお くこ とが たいせつ です。
てん とう

天のお父さ まは,わ た したちが この
か らだ とう かあ

体 をあたえて くれたお 父さん,お 母 さ
てん せいか つ

ん と,え いえんに天でいっ しょに生活

で きる ように,け いか くして くだ さい

ました。わた したちは,い ま しめ をま
てん とう

も る こ と に よ っ て,天 の お 父 さ ま を あ

い し て い る こ と を しめ し ま す 。 ま た,

からだ とう

この体 をあたえて くれたお父さん とお
かあ い

母 さ ん の 言 う こ と を き く こ とに よ っ て,
とう かあ

お父 さん とお母さん をそんけ い して い

ることをしめ します 。
とう かあ

お 父 さ ん,お 母 さ ん,し ょ と う き ょ

がっ こう せんせい

うかい と,に ちよう学校 の先生が たの
おし

教 えをきいて,そ の とお りにす るなら
ただ 　

ば,わ た した ちは正 しいこ とが おこな
ゆ てん

え る の で す 。 そ し て,も う い ち ど,天

とう かえ

のお父 さまの ところへ 帰れるの です。
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そう こ お

くり,そ れ を 『か ん とくの倉庫』に置
そう こ

く よ う に す る ん だ 。 『か ん と くの 倉 庫 』
た

に は,さ と う の ほ か に も,い ろ ん な 食

もの お た もの か

べ 物が置か れていて,食 べ物 を買えな
きょうかいいん り よう

い教会 員が これ を利用 できるようにな
とう

っ て い る ん だ 。｣お 父 さ ん は,こ の よ う

はな

に 話 し ま し た 。

きようかい

教会 のふ くしプログラムは,と て も
じ ぷん か ぞく

たいせ つ です。 自分 と家族 が しっか り
せいかつ

と生活 できるように,い ろい ろなこ と
まな

を学 ぶ こ と も,ふ く し プ ロ グ ラ ム の ひ

とつ で す 。
ねん い じよう まえ

100年 以上 も前に,ブ リガム･ヤ ン グ
だいかんちょう きょうかい とう かあ

大管長 は,教 会 のお父 さん,お 母 さん
つぎ い

に,次 の よ うに 言 っ て い ます 。

おんな こ にんぎょう
｢も し女の子が人形 をほ しがった ら

,

それを もたせ ましょうか 。はい。 だれ
にんぎ ょう つく

か に人形 のふ くを作って もらい ましょ
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こ つく

うか 。 い い え 。 そ の 子 に,ふ くの 作 り
か た おし

方 を教 えな さい。 そ うすれば,い つか
じ ぶ ん つ く

自分 のふ くも作れ るよ うにな ることで
お とこ こ どう ぐ

しょう。 男の子 には道具 をもたせ まし
じ ぶん ぶ くる ま つ く

よ う。 そ し て,自 分 で そ りや,車 を作
おお

らせ ましょう。 そ うすれば,大 き くな
どう ぐ つか

っ て か ら,い ろ い ろ な 道:具 を使 っ て,

にぐるま いえ もの じ ぷ ん つ く

荷車や家や,そ の ほかの物 を自分 で作

れるよ うにな ります。｣
じ ぷん もの つ く

み なさん,自 分 でい ろんな物 を作 る
ほうほ う し いま

方法 を知 るこ とが たいせつ です 。今,
もの つく かた まな

いろんな物の作 り方 を学んでおけば,
おお やく だ

大 き くなったときに役 立 ちます。み な
りょうり もの つ く

さん は,料 理や,さ いほ うや,物 の作
かた いまおそ

り方 を,今 教 わ っ て お き ま し ょ う。 こ
たの か ぞ く

れ で,楽 しむ こともで きます し,家 族
たす り

を助け るこ ともで きるか らです。
よ げんしゃ

わ た した ちの予言者,ス ペ ンサー･
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マ ー ガ … ト ・ジャ ドは・1臓 の 時 に・家

族 と共 に大平 原 を横 断 した。1849年 ， ゴ

ー ル ドラ ッシ ュの 時代 の こ とで あ る。彼 女 は，

その体験 を鮮 明 に， しか もユ ー モア を交 えな

が ら文章 につ づ って い る。マ ー ガ レ ッ トが生

まれ たの はカナ ダの オ ン タ リオ， その地 で両

親 は彼女 が5歳 の時 に教 会 に入 っ たの で あっ

た。大 平原 を横 断後 ，60年 以上 た って か ら，

マー ガ レッ ト ・ゲ イ ・ジ ャ ド ・クロー ソンは，

回想 記 を書 い た。 そ こには， 聖徒 た ち と共 に

生活す る とい う家族 の夢 をか なえ るた め にユ

タへ旅 した，十代 の開拓 者 の あ こがれ と心 情

が描 かれ てい る。 ソル トレー ク ・シテ ィーへ

到着 してか ら3年 後，21歳 の誕 生 日を間近 に

して， マ ー ガレ ッ トはハ イ ラム ・B・ クロー

ソンの2番 目の妻 とな っ た。ハ イ ラムは， 有

力 な商 人で あ り，実 業 家 であ り， またブ リガ

ム ・ヤ ン グ大 管長 の財務 責 任者 で もあ った。

ハ イ ラム とマ ー ガ レ ッ トの息子 の ひ と りで あ

る ラッジャー は， 後に 十二 使徒 定 員会 会長 に

な った 。マー ガレ ッ トは，1912年 に ソル トレ

ー ク ・シテ ィー でその 生涯 を閉 じた。 時 に81

歳で あった。

◇ ◇

聖徒 たちが ノー ヴー を出てか ら， 両 親 は ロ

ッキー 山脈 へ旅 す るの に必要 な幌 馬車や その

他様 々な用具 を手 に入 れ るため ，一 生 懸命 に

働 き ました。 しか しそ の間， 父は1，2度 ひ

どい病 気 で倒 れて しまい ま した。 その ため ，

出発 を遅 らせ なけれ ば な りませ ん で した。 父

は，幌 馬車 を引 く牛 を訓 練す るのに相 当手 こ

ず ってい ま した。私 は今 で もその時 の 父の様

子 をは っ き りと思 い出 します 。牛 は， 雄 牛が

2頭 ， 雌牛 が6頭 で した。雄 牛 の方 は お とな
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し く言 うこ とを よ く聞 きま したが， 雌 牛は 乱

暴 で手 に 負 え ませ ん で した。 父は ほか の 人の

助 け を借 りて 牛 を くび きにつ な ぎ，慣 らそ う

と一生 懸 命 で した。 けれ ど も牛 た ちは， 父の

望 ん で いる方 とは逆 の方 角へ 走 り出 した り，幌

馬車 の後 ろへ 回っ て もつ れ合 った りしま した。

この よ うな状態 が何 日も続 きま した。 そ し

て， 父が 牛 を慣 ら して い る間，母 は祈 り続け

て い ま した。 後 で母 が話 して くれた こ とです

が，母 は，私 た ちが寝 て し まう と裏 の果 樹園

へ 行 っ て，他 の聖 徒 た ち と共 に 出発 で きる よ

う道 を開 い て下 さい と， 主 に涙 なが らに祈 っ

た そ うです 。母 は，聖 徒 と共 に旅 が で きれば ，

どんな 困難 に も喜 んで耐 え るとい う覚 悟 で し

た。

母 に は も うひ とつ の 心配 が あ りま した。 そ

れ は，私 が10代 ， それ も17歳 とい うロマ ンチ

ッ クな夢 を追 い求め る年 齢 だ った こ とです。

人 間の感 じや すい気持 ち を理 解 してい た母 は，

どこか の青年 が 私 の心 を惑 わ して， 母 か ら私

を取 り上 げて しま うの で は ないか， また私 を

説得 して引 き留 め て し ま うの では な いか と心

配 してい ま した。母 は，教 会 な しで は生 きて

いけ ませ ん で した し， 子供 を残 して 出発す る

こ と もで きませ ん で した。 そん な訳 で， 両親

は一刻 も早 く出 発 しな けれ ばな らない と言い

ました 。

さて， 父の努 力 のか いが あっ てか，数 週 間

もす る と， 牛 はす っか り慣 れ ま した。 そ して ，

っ いに，1849年5月9日 ， 私 た ちは友 達や 親

せ きに別 れ を告 げて幌 馬車 に乗 り込み ，苦 労

の 多い長旅 へ と出発 したの で した。 その 日は

ち ょ うど， 弟 の ラ イ リー の16歳 の誕生 日で し

た。母 の顔 は， まこ とに喜 びで 輝 いて い ま し



た。 目的地 に着 き さえす れば どん な困難 も気

に な らない とい う風 で した。

出発 した最 初 の夜， 私 た ちは草 原 に野営 し

ました。 父 は，牛 を くび きか ら解 いて草 原に

放 し， その 後い な くな って しまわ ない よ うに

見張 っ てい ま した。私 たち は， 火 をた くの に

必 要 な燃 料 を集め ，母 は夕 食の仕 度 を して い

ました。 ち ょう どその時， す さ ま じい雷 雨が

襲 って き ま した 。 その ど しゃぶ りの雨 の中 で，

私 た ちは全 員ぬ れね ずみ に な って し まい ま し

た。 す ぐ幌 馬車 に 潜 り込 み ま し た が， 風が

す ごい勢 い で吹 いて きたため ， 幌 馬車 も大 し

て守 りには な りませ ん で した。 火 は もち ろん

消 えて しまい，結 局 そ の夜 は夕 食 の仕 度 が で

きませ んで した 。 しか し，翌 朝 は太 陽が まぶ

し く輝 き，す べ て の ものが 乾 き ま した 。 そ し

て， 私 た ちは また旅 を続 け ました。

ア イオ ワ州 の カウ ンシル ブ ラフ ス まで何 日

かか ったか覚 えて い ませ ん 。 しか し， そ こで

1ヵ 月程 野 営 し，後 続 の隊 を待 った こ とだ け

は 記憶 してい ます 。 インデ ィア ンか ら身 を守

るに は， 大 勢 で旅を す るの が一 番安 全 だ った

か らです。 しか し， 旅 をしな い時 の野営 生 活

は何 とも単 調 です 。そ のた め，再 び 目的地へ

向 か って 出発す るこ とにな った時 には， 一 同

大喜 びで した。 すべ て の ものが 美 し く輝 いて

い ま した。私 は若 くて健 康 で した 。私 に とっ

て ，す べ てはバ ラ色 で した。責 任や 心 配事 は

すべ て両親 任せ で した。

旅 の毎 日は， 同 じこ との 繰 り返 しで した。

一 日歩 い た後 ，夜 営 を し ま した。 男 の 人 は

家 畜 の世 話 を し，女 の 人 は夕 食の 準備 を し，

食事 が 済む と， 若者 た ちはた いて い た き火 を

囲 る で腰 を下 ろ し， 談 笑 した り， 歌 った りし

ま した。

野営 生活 で は， だれ もが お互 い の領分 を尊

重 す る こ とに な って い ま した。 つ ま り，牛 の

くび きや なべ な ど，旅 に必 要 な用具 を置 い た

場 所は 大切 に しま した。 だれか 若 い仲 間で も

来 よ うもの な ら， 私 は居 間の安 楽椅 子 にで も

腰掛 け るよ うに， 牛 の くび きにゆ った りと腰

掛 け た もの です 。 大平 原 での生 活 は， この よ

うで した。

弟 は，小 さな女 の子 連 れの未 亡 人の ため に

牛 を御 して あげ て いま した。 その 女の子 は，

とて もか わ いい子 で したが，母 親 は どち らか

と言 うとか な り変 わ っ てい ま した。弟 の話 に

よれ ば， 彼女 は毎 日， 大 の 男が10人 集 まらて

も答 え るの に1週 間 はか か る位 の質問 をす る

とい うこ とで した。 弟 は生 まれつ きのお どけ

もの で， 四六 時 中冗談 を言 って い るよ うな子

で した。 そ んな弟 の 言 うこ とを， ばか げ たこ

とで も途 方 のな い こ とで も， すべ て彼 女は ま

ともに信 じた もので す 。 しか し弟は， 彼女 の.

質 問 に ほ とほ と参 った よ うで した。例 えば，

彼女 の質 問 は こ うです 。「ね え ライ リー，き ょ

うは一 体 どの位旅 を したの か し ら。」 「明 日は，

どの位 旅 をす るのか し ら。」 「水 が手 に入 るか

しら。」 「イ ンデ ィア ンに出会 わ な いか し ら。」

「イ ンデ ィア ンに 出会 った らど うされ るか し

ら。」 「イ ンデ ィア ン って優 しいの， それ とも

野蛮 な の。」こ のよ うに彼 女 は ど うで もいい質

問ば か りす るの で， さすが の弟 も耐 え られ な

くな って きた よ うで した。

弟 が とう と う堪 忍袋 の緒 を切 ら した頃， チ

ムニ ー ロ ッ クが 見 え て きま した。 馬車 で も汽

車 で も， 大 平原 を横 断 した こ との あ る人であ

れ ばだ れ で もこれ に見覚 えが あ る と思 い ます。
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これは高 くて煙 突の よ うな形 を した岩 で， 道

しるべ とな って い ます 。 多分何世 紀 も前 か ら

その よ うな形 だ った ので しょ う。 そ の地 点 に

着 く何 日も前か らそ の岩 は見 え てい ました。

そ こでまな， 彼女 は例 に よって その岩 に つ い

て質問 を始 め ま した 。す る と弟 は， 内緒 話 の

口調 で， 着 いた らす ぐに岩 を押 し倒 して しま

うつ もりだ， チ ムニ ー ロ ックの こ と を聞 くの

に も丁 度飽 きて きた こ とだ し， チ ムニー ロ ッ

クだ って もうそ ろそ ろ寿 命 な んだか ら と言 い

ました。 とにか く， そこに 着 いた らす ぐに た

た き壊 す と宣 言 したの です 。

す ると案 の定， 彼 女は， 後 か ら来 る移 住者

た ちのため に ど うか 岩 はそ の ま まに してお い
.
てほ しい と，弟 に嘆 願 し ま した 。 しか し， 弟

は頑 固に それ を断 わ りま した。 す る と彼 女 は，

ソル トレー ク盆 地 に着 いた らブ リガム ・ヤ ン

グ長老 に言 い付 けて や る と言 って， 弟 を脅 迫

したのです 。 これは ，追 い 詰め られ た時 の い

つ もの彼女 の手 で した。 そ れ で もまだ， 岩 か

ら1キ ロ程 の所 に着 くまで2日 かか り， その

間 とい う もの， 弟 は首 を縦 に振 りませ ん で し

た。 そ して最後 に， 弟が 彼 女の 頼み を聞 き入

れ て岩 をその ま まに してお くこ とに し よ うと

答 え ると， 彼女 は飛 び上 が っ て喜 び， その 日

は弟 に特別 の 夕食 を ごち そ う した の です 。

次 に，弟 自身 も予 期 しなか った彼 の最 後 の

冗談 を紹 介 し まし ょう。 弟 は， その未亡 人 を

ちょ っとか らか うつ も りで，最 後 のエ ミグ レ

ー シ ョン峡 谷 に着 くまでに 彼女 の幌 馬車 は引

っ繰 り返 ると言 い続 け て き ま した。 そこ で ま

た彼 女は， も しそん なこ とに なれ ば， ブ リガ

ム ・ヤ ン グ長 老 に言 い付 け てや る と言い まし

た。 そして実 際 に， 幌 馬車 は 見事 に引 っ繰 り
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返 っ たの です。 そこは，お と.なで も幌 馬車 を操

作 して降 りるの に苦 労 す るほ どの 険 しい峡 谷

で した。 ライ リー は ひ ど くあ わて て しまいま

した。 そ れに， まだ子供 だ ったの で， ひ ど く

お び え ま した 。 しか し， 人一倍 骨 をお って，

幌 馬車 を元通 りに したの は彼 で した。弟 は，

数 人 の男 の人 の手 を借 りて，幌 馬車 を急 な道

の上 に起 こ し ました。 幌 馬車 は，下 に な って

いた部分 が め ち ゃめ ち ゃに壊 れて いて， 今 に

も崩 れ そ うに見 え ま したが， 中 はそれ程 で も

あ りませ ん.でした。 とこ ろが幸 いに も， ソル

トレー ク盆 地へ 着 く前 日だ っ たの で， 弟 はな

ん とか ピンチ を切 り抜 け るこ とが で きま した。

その 後， 彼女 が ブ リガム ・ヤ ング長 老 に その

こ とを話 したか どうかは ラ イ リー も知 りませ

ん。

数 百 キロ旅 を した ところで， 牛 が いっせ い

に逃 げ出 し，単 調 な生 活 がす っか り狂 って し

まい ました。旅 程 が長 くな り， 牛 の疲 労が積

もるにつ れて， 牛 た ちは ち ょっ とした こ とに

もお び える よ うにな りま した。 中で も，私 た

ちは牛 が夜 騒 ぎ出す こ とを恐 れ ま した。前 に

も1，2度 逃 げ 出す ことが あっ たの で，私 た

ちは いつ で も手 はず を整 えて お き ま した 。 多

分 イ ンデ ィア ンか ，水 牛 の群 れ に驚 くの だ と

思 い ます が， とにか く私 た ちの 隊で は，牛 を

毎 晩車 陣 で囲 ってお くこ とに しま した。 また，

夜牛 た ち を外 に 出 して草 を食べ させ る時 も，

いつ も見 張 りを付 け，.草を十分 食べ た後 はす

ぐに 囲 いに戻 しま した。 囲 いは， 車輪 と車 輪

を くっつ け て幌 馬車 を並べ ， 大 きな 円形 をつ

く り， 出入 口 を1箇 所 に しま した。 さ らに，

出入 口に は太 い丸 太 を渡 して，牛 た ち を完 全

に囲 い込 み ま した。



そ の頃， 私 た ちは水牛 が 多 くい る所 を旅 し

そい ま した。前 に， 水牛 が 暴 れ 出 した時 のす

さ ま じさ を聞 い てい ま した。 少 し前 の こ とで

す が， 群 れの ひ とつが 急 に狂 っ た よ うに 走 り

出 した そ うです。 先頭 に いた何 頭 か は， プ ラ

ッ ト川の 高 い断崖 に来 る と， そ の まま崖 を駆

け下 りて 川 に飛 び込 み， 後か ら来 る仲間 に踏

み付 けられ溺 れ死 ん で し まつた とい つこ.とで

す。

あ る夜 ，2時 頃だ っ た と思 い ます 。野営 地

の皆 が寝 静 ま ってい た時 の こ とです 。突 然，

ズ シ ンズ シン と地 面 を踏 み な らす音 が しま し

た。 地面 が揺 れ， 幌 馬車 は グラ グラ と揺 れ ま

す。 水牛 が 暴 れ出 した，.踏み殺 され る， とっ

さに私 は そ う思 い ました。私 は，頭 を抱 えて

死 ぬ 用意 をして い ま した 。 しば ら くして， フ

ェブ と私 を呼 ぶ母 の叫 び 声が 聞 こえ ま した。

私 た ちの部 屋(幌 馬車 の最 前部)か ら音 が ま

った く聞 こえなか っ たか らで した。 私 は，毛

布 をかぶ ったまま声 を殺 して，「生 きて るわ よ」

と答 え ま した。

とこ ろが， その 騒 ぎの 原因 は水 牛 では あ り

ませ んで し.た。騒 ぎを起 こ したの は， 囲 い を

破 った牛 た ちだ った のです 。何 か に おび えて

興 奮 し， 急 に暴れ 出 したの です。 牛 た ちは，

最 初 囲 いの 中 を ぐる ぐる駆 け 回 って い ま した

が， そ の うち に 入 口の丸 太 を突 き破 って 外に

出 て行 きま した。牛 た ち を連 れ戻 す 手段 は あ

りませ ん で した。み ん な，広 い草 原 に散 り散

りに逃 げ 出 して しまっ たの です 。 しか し， 男

の 人た ち は何 日も何 日 もかか って牛 を集 め て

回 りま した。 そ して，牛 たちは， 見 る も哀 れ

な姿 で帰 って 来 ま した 。 中に は， 疲 れ果 てて

死 んだ 牛や ，殺 された牛 が い ま した。 隊長 の

2頭 の牛 は， 急 な丘 の上 まで 突進 して行 き，

そ こか ら真 っ逆 さ まに落 ちて 首 の骨 を折 って

しまい ま した。 その1頭 は幌 馬車 を引っ張 る

牛 で，もう一 頭 は乳 牛 で した。(大 平 原での あ

の乳 の何 と甘 か っ た こ とで しょ う)

その騒動 で，2，3人 の けが 人が 出て， ひ

と りはか な り重 傷 で した。重 傷者 は金 鉱捜 し

で， カ リフォル ニ アへ行 くため に途 中で私 た

ちに合 流 し， しば ら く一 緒 に旅 をしてい た人

で した。 カ りフ ォルニ アへ の移 民は ，実 際に

末 日聖徒 よ りもか な り早 く行 なわれ て い まし

た。 その 男の 人は， 牛 を止め よ う として跳ね

飛 ば され， 踏 み付 け られ たの です 。 その時，

彼 は恐 ろ しい叫 び声 を あげ ま した 。 その後，

彼 に再 び会 ったの は 次の年 の 冬で， ひ ょっこ

りと野 営 地 を訪 れ て ぎま した。彼 はず っ と立

ちひ ざで い ま した。 立つ こ とは で きま したが ，

座 れ なか っ たの です 。 その後 ，彼 が金鉱 捜 し

に出掛 け てか らは， 何 の便 りもあ りませ ん。

また，牛 飼 いの老 人が 言 うこ とには， 飼 い慣.

らされ た牛 ほ ど一 度 騒 ぎ出す とどう もうで気

が狂 った よ うにな る との こ とで した。 しか も

そ の行動 は普 通 で な く， 突 然 に暴れ 出 したか

と思 う と，稲 妻 の ような速 さで一 度 に何 人 を

も襲 うの だそ うです 。

良 く晴 れた， あ る気 持 ちの よい午 後の こ と，

私 た ちは2度 目の 危機 を迎 え ました。隊 は草

原 をゆ っ く りと進 ん で いま した。 その時 です 。

隊 のす べ ての 幌 馬車が ， 急に 思 い思 い の方角

に向か って， 飛ぶ よ うな速 さで走 り始 め たの

です。 どん なに 足の速 い馬 で もこの時 の牛 に

はか なわ なか った こ とで し ょう。 父は， 幌 馬

車 の座 席 に座 って，，何 か 言 いなが ら，普 段 は

落 ち着 きの あ る老 いた牛 た ち をむ ち打 ち， ま
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っす ぐに 幌馬車 を走 らせ ま した。 ほか の幌 馬

車 の牛 と絡 み 合 った り， 牛 が 向 きを 変 えて

私 たち を乗せ た ま ま幌 馬車 を引 っ繰 り返 した

りしな い ように， ただ まっす ぐに 走 らせ まし

た。 幌馬：車は， 飛 ん だ り跳 ね た りしなが ら走

り続 け ま した。私 た ちは幌 馬車 の 中 で，跳 ね

上 げ られ ては頭 をぶつ け， 下 に落 ち ては 腰 を

打 ち ま した。 これが どん な ものか ， 実際 に経

験 した人 でなけれ ば 分か らな い と思 い ます。

こ うして私 は再 び 死 に直面 し， また毛布 を頭

か らかぶ りま した。万 一死 ぬ よ っな こ とが あ

って も， その 途 中の様 子 を見 た くな か ったの

です。 けれ どもす ぐに母か ら毛 布 をは ぎ取 ら

れて しま いま した。 そ して， 幌 馬車 が止 まっ

た後，どんな時 で も目を開 けて，逃 げ 出す機 会

をね らって いなけ れ ばな らない とこん こん と

説教 され ま した。

牛は 力の続 く限 り走 って，や が て 止 ま りま

した。 その事 故 で数 人が けが を し， ひ とりの

女性 が死 に ま した。 幌馬車 か ら振 り落 とされ

て，牛 に踏 まれ たの です 。後 に は子供 た ちが

残 され ました。私 た ちは 皆， 度重 なる牛 の暴

走にす っか りお び えて し まい ま した。パ ニ ッ

ク状態 に陥 っ た牛 の群 れ は実 に脅 威 です 。 同

じよ りに， た とえ人 間 と言 え ど も， 恐怖 が理

性 を支 配 した時 には， ど うな って し ま うか分

か りませ ん 。

私 たち の家 族 の牛 の 中に， 一頭 とて も利 口

な雌牛 が い ま した。 その 牛 は， くび きにつ な

がれ るの をいやが って， よ く柳 の木 陰 に隠れ

た もの で す 。 しか し， い っ た ん 父 に見 付か

り， くび きにつ なが れ る と， そ の牛 は よ く働

きま した。 また， 乳 も沢 山 出 し ま した。 あ る

時， その牛 が足 を悪 く して 歩け な い こ とが あ

36

りま した。す でに一 頭 な くして い たの で，両

親 はひ ど く心 配 しま した。 ほか の 人々 につ い

て行 け な くな るの では な いか と思 い ま した。

母 は，夜 に な った ら牛 を横 た えて湿布 してあ

げ よ っ と言 い ま した。 そ して， び っこ をひ い

て い る方 の 足全体 にわ た って湿布 を しま した 。

さて，翌 朝 に な って牛 を起 こ しに行 っ た父が ，

急 に大 声 をあげ ま した。 「お一 い，「母 さん，湿

布 す る足 を間違 え て い る よ。」 す る と母 は，

「心配 しな くて も大 丈夫 です よ。 ちゃん と効

き 目は あ るんです か ら」 と言 いま した。母 の

言 う通 りで した。 牛は， その 日は少 し足 を引

きず る程 度 で ，間 もな くす っか り良 くな りま

した。 あ の湿布 は， きっ と信 仰 と深 いか か わ

りが あ った に違 い あ りませ ん 。

秋 の 気配 が漂 う頃に な る と，私 た ちは， チ

ョー クチ ェ リーや サ ー ビスベ リー， またバ ッ

フ ァロー ベ リー とか ス コーベ リー とか呼 ばれ

て いる小 さな赤 い いち ご な ど， 野生 の果 物 を

見付 けて 食べ た もの で した。 とて もお い しい

実 で した。 あ る 日， 私 は夜 に だれか を招 待す

る こ とに し ま した 。そ こ で， 野営 す る場 所が

決 まる と，何 人か の男 の子や 女 の子 に， 自分

の仕事 が終 わ った ら私 の ところに来 る ように

誘 い ま した。 こうい う時 の誘 い を断わ る人 は

い ませ ん。 み んな， 喜 ん で来 て くれ ま した。

一 方
， 私 は， バ ッフ ァローベ リー パ イ を作

って もよいか どうか母 に尋 ね ました。母 は，

もち ろん許 して くれ ま した。 パ イは， そ れ こ

そぜ いた く品 で， 草原 で はめ った にお 目にか

か れ ませ ん。私 は， この ご ちそ うで， み んな

をあ っ と言わせ たか った ので す。 こ うしてパ

イは 出来上 が りま した。私 は， み んな が来 る

前 に大 急 ぎで 牛の くび きの椅子 を並 べ た り，



飾 り付 け をした りしま した。 みん な は， 少 し

気 を利 かせ て遅 れ て来 ま した 。 まず，私 た ち

はお しゃべ りをし， それか ら歌 を歌 い ま した 。

それ が終 わ る と，私 はちょっと失 礼 して奥(と

言 って も幌 馬車 の下 に置 い た箱 の と ころ)に

行 き，パ イを運 ん で きま した。 そ して， パ イ

をみ ん な に配 りなが ら， 私 はわ び る よ うに，

「も しか した らそん なに甘 くな いか も知 れな

いわ」 と言 い ま した 。す る と， ひ とりの 男の

子 が丁 重 に しか も早 口でこ う言 いました， 「い

え いえ， あ なた の手 にか か っ た ら， 何 で も甘

くなる に違 いあ りませ ん」 と。私 もその 言葉

を信 じる こ とに しまLた 。

み ん なに行 きわた った の を見 て，私 も自分

の分 を食べ る こ とに しま した。 ところが 驚 い

た こ とに， 口に したパ イの甘 さ ときた ら， ま

るで くえ ん酸 で も入 れ て甘 くしたか の よ っで

した。 草 原で のパ イ作 りは， 後 に も先 に もそ

れ1回 き りで した 。 と きど き， み んな はあ ん

な もの を ど うして 食べ たの か と不 思 議 に思 い

ますが ， きっ と礼儀 上 や む を得 ず 食べ た のだ

と思 い ます。 今考 えるに， 野営 地 の砂糖 を全

部 集 め て もあのパ イほ ど甘 くは で きなか った

こ とで しょ つ。

旅 の間 ，私 が一 番好 きだ った 食事 は，昼 食

です 。母 は， 朝 の うち になべ に一 杯 と りもろ

こ しが ゆ を作 り，冷 め ない よ うに何 か でそれ

を包ん でお きま した。 また， 乳 しぼ りが 終 わ
かく

っ て， 午 乳 を撹乳 器 に移 す と， それ もこぼれ

ない よ うに包 んで お き ました。 そ して， 昼 に

な って，み ん なが牛 に 草を食べ させ る時，母

は， どう もろこ しがゆ と牛 乳 を出 して きて く

れ た もの で した。 それ は， 私 た ちに とっては

最 高 の ごち そ うで した.。け れ ど も妹 の フェブ

は それが き らいで した。 食べ て もお腹 がす く

か らと言 って， 決 して 食べ よ うとし ませ んで

した。大 平 原 を渡 る間， だ れ ひ と り食べ物 の

こ とで文 句 を言 う人 はい ませ ん 。 どん な もの

で もごち そ うで した。 もっ と も，私 のパ イだ

け は別 です が 。パ ンとベ ー コンは， 今の プ ラ

ム プ デ ィン グや パ ウ ン ドケー キ よ りも数 倍の

おい しさで した。 環境 は私 た ちの舌 まで変 え

て し まう もの です 。

旅 の 中で，最 も苦 しか ったのは， ワイオ ミ

ン グの ラ ラ ミー に着 く前 日で した。牛 が疲 れ

きって 足 を痛 め， 歩 くの も大 変 な状態 で した。

そ こで 父は， その朝 ，私 たちみ んな に歩 くよ

うに言 い ま した。 その 日，私 たちは，1日 中

歩 き続 け ま した。私 は その 日の こ とを一生忘

れ な いで し ょ う。砂 は ， 入の 足首 の深 さ まで

あ り， 牛や 馬 車は もっ と深 く沈ん で しま うの

です。 そ の夜 ，野 営す るまで に，私 た ちは16

キ ロ歩 きま した。け れ ど も私 には，1，000キ ロ

に も感 じられ ま した。 その 日， 私 は何度 も，

決 して疲 れ る こ との な い世 界へ行 きたい と思

っ た ものです 。

こ う してや っ と， 飽 き飽 きす る長旅 の終 わ

りを迎 えた の で した。10月15日 の夜， 私 た ち

は， エ ミグ レー シ ョン峡谷 の 入 口に到着 した

の です 。 グ レー トソル トレー クの盆 地の光 景

は， 何 と素 晴 らしか った こ とで し ょっ。 こ っ

して次 の朝 ， 私 た ちは朝 日 と共に 目覚 め ，盆

地 に 入 ったの です 。 一

☆ ☆
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ジ ョ ン ・テ イ ラ ー

いん と く

隠匿の地 よりの書簡

第3代 大 管長 ジ ョン ・テイ ラー は，1808年ll月1日 ，英 国 ミ

ル ンソー プ に生 まれ た。1838年12月9日 に30歳 で，ブ リガ ム ・

ヤ ング とヒーバ ー ・C・ キ ンボ ー ル に よ り使徒 に聖 任 され，

1877年10月6日 ， 十二使 徒 定 員会 会 長 に支持 され た。 そ して

3年 後 のi880年10月10日 ，71歳 の時 に大管 長 と して支 持 を受

け た。 大 管長 の召 しを7年 間 務 め たテ イ ラ ー大 管長 は，1887

年7月25日 ， ユ タ州 ケイ ズ ビル にお いて78歳 でそ の生 涯 を閉

じた。

テ イラー大 管長 の改 宗談 や生 涯， 教 会で の

働 きは， 『聖徒 の道』1975年2月 号 に掲 載 され

て い る。歴 代 大 管長 の書 簡 や説教 を紹 介 す る

シ リーズの 第3弾 に当 た って，編 集部 はジ ョ

ン ・テ イラー大 管長 と第一 副管長 ジ ョージ ・

Q・ キャ ノ ン長老 の共 同の書 簡 か らの抜粋 を

本号 に掲載 す る こ とに した。 なお この書 簡 は，

1886年4月 の総大 会 で教 会 員 に公 表 され た も

の で あ る。

当時教 会 は激 しい迫害 を被 って いた。 ユ タ

州 を初 め その他 の地 に住 む反 モ ル モ ン教徒 が ，

地 方 や 中央 の新 聞社， な らび に他 の教 派 の多

くの聖 職 者 と手 を組 ん で中傷 を広 め， 多妻結

婚 の教義 を理 由に教会 に憎 悪 の 目を向 けた。

その結果 ，合 衆 国連邦 政府 は， 多妻 結婚 を行

なって い る者 に選 挙権 を認 めず， 公職 や陪審

員 に就 く権 利 を も剥奪 す る とい う過 酷 な法 を

定 めた。 その上， 多妻 結婚 を行 な って い る者

は，500ド ルの 罰金 を課 せ られ，5年 間 の懲 役

に処 せ られ る こ とに な った。

これ らの法 は末 日聖徒 を差別 す るた めに制

定 され た もの で あっ た。 連 邦政 府 の役 人 は，

ユ タ州 にす で に住 み つ いて い る反 モル モ ン教 .

徒 と手 を組 み， 多妻結婚 を して い る教会 員 を

血 眼 に なっ て捜 し， 告訴 した。 その上，法 廷

にお いて その教 会 員 の妻 や子供 たち に， 自分

たち の夫 や父親 に対 す る不 利 な証 言 をす るよ

う強要 した ので あ る。 その ため， この教義 を

守 っ て いた者 は， 姿 を隠 す こ とを余儀 な くさ

れ た。 テ イラー大 管長 も第 一副 管長 の ジ ョー

ジ ・Q・ キ ャ ノン長老 も， この よ うな教 会指

導 者 の ひ と り.であ る。(第 二 副管 長 の ジ ョセ

ブ ・F・ ス ミス長 老 は 当時 ， ハ ワ イ伝 道部で

イ動い ていた)

以下 に示 す テ イラー大 管長(と キャ ノン副

管 長)の 書 簡 は， 迫害 か ら身 を.隠して いた当

時 に書 か れ た もので あ る。
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いか な る時 に も，主 はその民が

試 練 に耐 え るよ うに，

また信仰 の試 しを十 分 に受 け るよ うに と

望 んで お られ ますq

.

私 た旗 現擁 かにひどい迫害を受けてい
ますが ， それ で も感 謝 すべ きこ とは沢 山

あ ります 。地 は豊か な 食物 を産 して い ます 。

食物 を求め て 泣 き叫 ぶ 人 もい なけれ ば， 飢 え

て死 ぬ家畜 もい ませ ん 。 また， 道端 で施 しを

請 う物 も らい もいなけ れば ，生 活 の で きない

貧 民 もい ませ ん。 よき食物 ，快 い衣 服 ，広 い

住 まいに加 えて，神 の平安 とい う計 り知 れ な

い祝 福が 与 え られて い ます 。 こ れは， 主が 忠

実 なすべ て の聖徒 に お与 え下 さる祝 福 です 。

心 の平安 ，家 庭 の平安 ，地 域 の平安 ， 世 か ら

は得 るこ とので きない これ らの平安 を主 に感

謝 し， それ が取 り去 られ るこ とのな い よ っに

祈 りま し ょう。兄 弟姉 妹， 皆 さんの心 を，神

の思 いや りと憐 み に対す る感 謝 と賛 美の 思 い

で満 た して下 さい。神 は シオ ンにつ い て約 束

してお られ ます 。神 は その約 束 を決 して忘 れ

た まい ませ ん。 予言 者 イザ ヤの 記す とこ ろに

よれば， シオ ンは 「主 は わた しを捨 て， 主 は

わた しを忘 れ られ た」(イ ザヤ49：14)と 言 っ

40

て い ます 。 しか し主 は それ に対 して答 え られ

ま した。

「女 が そ の乳 のみ子 を忘 れ て
， そ の腹 の子

を， あわ れ まな い よ うな こ とが あ ろ うか。 た

とい彼 らが忘 れ るよ うな こ とが あ って も， わ

た しは， あ なた を忘 れ る こ とは ない 。見 よ，

わ た しは， たな ごこ ろにあ なた を彫 り刻 ん だ。

あ なた の石 が きは常 に わが 前に あ る。」(イ ザ

ヤ49：15-16)

いか な る時に も， 主 は その民 が試 練 に耐 え

る ように， また信仰 の試 しを十 分 に受 け るよ

うに と望 ん で お られ ます 。

こ の教 会 が組 織 さ れた直 後， 聖徒 た ちは 主

か らこ う言 わ れ ま した。「主 は言 う，われわが
ふさわ

心 に定 め た り， す な わち汝 らのわ れに適 しき

を知 るため に， 死 に至 るまで もわが誓約 を守

るや否や ， すべ てに於 て われ汝 ら を試 すべ し。
ふさわ

汝 ら もしわが 誓約 を守 らずん ば， われ に適 し

か らぬ者 たちな り。」(教 義 と聖約98：14-15)

皆 さんが イエ ス ・キ リス トに従 って義 しい生



活 を してい て も， サ タ ンに は力 が あ るの で，

皆 さん は迫害 を受 け るの です 。

しか し迫害 を最 も価 値 あ る 目的の ため に活

用 す る とい うのが ，全 能 者 のみ こ ころ です。

す べ て の忠実 な聖 徒 は この こ とを認 め，理 解

す る こ とが必 要 です。 末 日聖徒 は皆， 自分 自

身に 迫害 が どの よ うな良 い結 果 を もた らすか

を知 り， また友 人や憐 人 に及 ぼす 影響 を考 え

て下 さい。 そ うす る時 に， 迫 害 に よっ て人格

を築 け るこ とで しょ う。 迫害 の影 響 を受 け る

時 に， 私 た ちは皆 ，迫 害 の圧 力 を受 け なか っ

た時 よ りも， 自分 自身 を さ らに よ く知 るこ と

が で きるに違 いあ りませ ん。 また， これ まで

全 く気付 か なか った特 質 を兄 弟姉 妹 の 中に見

いだす こ とで し ょう。 私 た ちが この1年 半の

間被 っ た迫害 は きわめ て 激 しい もの で したが，

末 日聖 徒 は この こ とか ら沢 山の 恵.みを得 ま し

た。 こ の迫害 に よ り， 忠 実 な聖 徒 た ちは 強め

られ， 新 た な熱意 と勇気 と決 意 を抱 き ま した 。

また， 不 注意 で無 関心 な大勢 の 人々が 無気 力

か ら 目覚 め， 神 のみ業 を勤勉 に行 な お う とい

う新 た な気持 ちを持つ よ うに な りま した 。迫

害 は また，大 勢 の偽善 者 を明 らか に し， 彼 ら

がか ぶ って いた友 情 の仮 面 をは ぎ取 り，真 の

姿 を暴露 しま した。 しか しなが ら， この 迫害

か ら最 も学 んだ のは， 末 日聖徒 の 若 人で す。

若 い男女 の 多 くは，す べ てが平 和 で両 親や 友

人 たちの 間 に争 いが な い時に は身 の危 険や 信

仰 の 危険 な ど感 じるこ とな く， 世 の 人々 と親

し く交 わ るこ とが で き る とい う考 えを持 って

いた よ うです 。末 日聖 徒 も異 邦 人 も彼 らに と

って は同 じで した。彼.らは両 者が なぜ 真 の友

愛 を築 け な いのか ， その理 由 が分 か りませ ん

で した。様 々 な 出来事 を経 験 した末 日聖徒 な

ら，子供 た ちが この よ うに思 い込 む こ とが い

か に危 険 な こ とであ るか を知 って い ます 。 し

か し彼 ら若 人 は， この度の 一連 の 出来事 に直

面 した こ とで， この よ うな危険 な夢か ら覚 め，

迫 害の 激 しさを実 感 して き ま した。 末 日聖 徒

と世 の 人々 の 間に 引か れ た境 界線 は， きわめ

ては っ き りして い ますゐそ のため 彼 らは(背 教

者 とな らない者 は皆)両 親や 同胞 の側 に立つ

よ うに な りま した。 そ して彼 らの信仰 と， 敵

対 す る者の 信仰 の違 いが， これ まで感 じた こ

との ない あ る種 の 強 い力 で， 彼 らの心 には っ

き り と刻 み 込 まれ たの です 。 この迫害 は明 ら

か に若 人の 心 に影響 を与 えて い ます 。 そ して

そ の若 人 た ちに， 迫害 は今 後 も決 して絶 えな .

い だ ろ う とい う気持 ち を抱 かせ るに至 ったの

です 。 彼 らは敵 対 者か ら受 け る苦 しい経 験 を

通 して， 救 い主 の み言葉 が 真実 で あ るこ と劇

学 ん でい ます 。「もしあなたが たが この世 か ら

出 た もの であ っ たな ら， この世 は， あ なたが

た を自分 の もの と して愛 した であ ろ う。 しか

し， あな たが たは この世 の もので はな い。か

えって， わ た しが あ なたが た を この世 か ら選

び 出 したの で あ る。 だか ら， この世 は あなた

が た を憎 む の で ある。」(ヨ ハ ネ15：19)

主 イエ ス ・キ リス トは使徒 たち に信 仰 の大

切 さ を教 え， 次 いで使徒 た ちは世 の人々 に そ

の こ と を教 え ま した。 そ して信仰 は今 も当時

と同 じ実 りを もた ら して い ます が， 民が 堕落

す る と同時 に， 信仰 は 清 い民 の中か ら姿 を消

して し まう こ とで し ょう・
.このrと を世 の人

人 はす でに知 って い たに違 い あ り享せ ん 。主

は地 上 に この信 仰 を回復 され， そ して今私 た
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ちはそれ を育 んで い るの です。 この信仰 を持

ってい る人が 清 い限 り， この信 仰 は存 続 し，

正義 の実 りを もた らし ます 。 この こ とをす べ

て の末 日聖徒 が証 明 して きま した。信 仰 は養

い育 て なけれ ば な らない もの です 。 そ う.する

こ とに よ って強 くな るの です 。現 在 は1末 日

聖徒 に とって， あ らん限 りの 熱情 を もって こ

の宗教 の ため に献 身 すべ き時 です 。聖 霊 と聖

霊 の賜 を受 け られ るよ うな生 活 をす る必 要が

あ ります。 この こ とは， 男女 を問 わずす べ て

の 人に とって， 直面 す る試練 に耐 え抜 くため

に欠 くべか ら ざるこ とです 。

ここで， 教会 員 と役 員に あ らゆ る不 道徳 と

不 品行 に 反対す るよ う再 度 警告 す る こ とは当

を得 て いる と思 い ます 。私 た ちは， 宗教 の衣

の影 で不 道徳行 為 を教 え， 実行 して い る と非

難 され て きま した。 しか しそ の よ うな こ とは

断 じて あ りませ ん 。 これ程 の事 実 無根 の嫌 疑

はほか にあ りませ ん。 と言 うの も， この世 に

人が住 み始め て以 来， 男女 間 の清 さを保 つ こ

との大切 さを，末 日聖 徒 イエ ス ・キ リス ト教

会 以上 に厳 し く教 えて いる哲 学理 念， 倫 理規

範 ，信仰 箇 条 はな いか らです 。サ タン は この

こ とを知 りす ぎる程知 って い ます 。私 たち は

行 ない と信仰 を一 致 させ る ように しよ うで は

あ りません か。 も しもこれ に関 す る神 の律法

を破 った な らば， いか な る努 力 も， 家族 の絆

も，財 力 もこの処罰 か ら私 た ち を救 うこ とは

で きな いか らです。 しか し数 週 間前 ， 悲 しい

こ とで はあ ります が，十 二使 徒 定 貝会 は純 潔

の律 法 を犯 したひ と りの教 会 員 を教 会 か ら破

門 しま した。 彼は教 養 の あ る， 経験 豊 か な，

分別 の あ る人で，長 年 教会 の教 えに従 って き
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ま した。 しか し， 彼 の受 け て いる教 育や 経験 ，

.高い神権 の職 も， この律 法 をはな はだ しく犯

した罪 か ら彼 を救 うこ とはで き ませ ん で した。

これは 彼 の場 合 だ けで は あ りませ ん。すべ て

の 人に つ いて 言 え るこ とです。 教会 の役 員 は

だ れに も悪 意 を抱 かず 公正 に， しか も神 の戒

め と聖 な る神 のみ 名 に十分敬 意 を払 って この

律 法 を監督 しなけ れ ばな りませ ん 。 イス ラエ

ルの民 よ， 聴 い て下 さ い。御 父の 日の光 栄 の

王 国 に入 ろ う とす る者 よ， 心 の清 くない者 は

神 を見 るこ とが で き ませ ん。 自らの情欲 を捨

てて， 神 の律 法 に完全 に 従 う者 でなけ れば，

神 のみ もとに永遠 に住 む こ とは で き ませ ん。

社 会 の状 態 は，社 会 を構 成 して い る一 人一 人

の状 態 に よって決 ま るこ とを心 に留 めて下 さ

い 。全体 は それ を構 成す る もの と同質 の もの

に な るので す。 も し一 人一 人が 賢 く， 正 し く，

理解 力 があ り，正 直で， 尊敬 に値 す る， 清 い

人 であ れば， これ らの特 質 に よ ってそ の社会

は他 の社 会 とは違 っ た もの に な るこ とで し ょ

う。 この こ とを私 た ち一 人一 人に 当て はめ て

み る と， キ リス トの教 会 を救 い主 の花嫁 と し

て備 えた い と思 うな ら，私 た ち一 人一 人が福

音 の教 えに従 って 生活 を し，花 嫁 が主 のみ も

とに行 く前 に 飾 り付 け なけれ ばな らない徳 で

身 をま とう必要 が あ ります 。個 人の清 さ， 信

仰 ，勤 勉 さ，善 行 は， 隣 人 に委ね た り，他 の

人の責 任 に帰 した りで きな い もの です 。一 人

一 人が各 自の義務 を果 た し，責 任 を負 い， 自

分 の 家 を整 え， 自分 の召 しを全 力 を尽 くして

遂 行 しなけ れば な らな いの です。 また，神 に

近 づ い てい ただ きたい と思 うな ら， 自分か ら

神 に近づ か なけ れ ばな りませ ん 。
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けれ ども,私 に初 めて宣 教 師が 教 えて下 さっ

た,ジ ョセブ･ス ミスが 天 父 と御 子 に まみ え

た時 に どの教会 に も加 わ らな い よ うに と言 わ

れた,と い う言葉が 頭 の中 に浮 かん で き まし

た。 そ して｢や っぱ りこの教 会 は本 当の神 様

の教 会 なの か な｣と 思 う よ うに な りました。

また,子 供 たちに も良 い模範 を示 さな けれ

ば だめ だ と思 い,モ ルモ ン経や 聖 書 を少 しず

つ読 む よ うに し ました。 そ こに は神 の 戒め を

守 り,高 慢 にな らず謙 遜 に な りな さいな ど,

沢 山の事 柄が 書か れ てあ りま した。 深 く考 え

てみ る と本 当に その通 りです。 私 はバ プテ ス

マ を受 け なけ れば な らな い と,だ んだ ん強 く

感 じるよ うにな りま した。 こ うして今年 の1

月26日 に 無事バ プテス マ を受 け るこ とが で き

ました。 これ も主が 宣教 師 を通 して 導 いて下

さった こ とと,心 か ら感 謝 して い ます。

そ の頃,残 念 な こ とに妻 の方 が近 所の 人や

ほか の人 た ちの迫害 的 な こ とが あ って次 第に

この教 えか ら遠 ざか っ て しまい ました。 そ し

て妻 は｢絶 対に バ プテ スマ を受 け ませ ん｣と

宣教 師や 私 の前 で断 言 した のです 。私 は妻 の

この言葉 に び づ く りしま したが,い つ か妻 も

きっ とバ プ テス マ を受 け て家族 全貝 で教 会へ

行 け る 日が来 る と信 じて,い つ も神 に祈 って
.
い ま した 。

宣教 師 た ちの心 か らの 断食 もあ って,神 は

妻 の心 をだん だ ん と変 え て下 さい ま した。 そ

して,今 年 の4月22日 に長 男の伸 好 と共 にバ

プテ スマ を受 け て くれ ま した。今 で は家族 全

員 で教 会 に楽 し く集 って い ます 。主 は,私 た

ち家族 を見 捨 て るこ とな く温か く導 いて下 さ

い ま した。 本 当に感 謝 の気持 ちで一杯 です 。

時 として なか なか行動 が 伴 わな いこ とが あ り

ます が,少 しで も行動 に移 せ るよ う妻 と頑 張

ってい ます 。 また,.そ う しなけれ ば な らない

と強 く感 じて い ます 。末 日聖徒 イエス･キ リ

ス ト教 会 は本 当 の神様 の教 会 で ある こ とを証

致 し ます 。 イエ ス･キ リス ト様 の み名 を通 し

て 申 し上 げ ま した。 アー メ ン。

松 井 文 子

わが家へ ふ た りの外 人宣 教師 が訪 れ て きた

時,私 は友達 に なれれ ば楽 しいだ ろ うとい う

気持 ちか ら,話 を聞 くよ うに な りま した。私

は宗教 が とて も きらいで した。 弱 い人 間が神

仏 にすが っ て生 きて い くの だ と思 い,宗 教 を

偏見 の 目で見 て いたの です 。 で も,私 たち は

8ヵ 月間宣 教師 の話 を聞 き ました。 その 間に,

私 の家 に来 て下 さった長 老 は全部 で14人 に も

な ります。 私 は高慢 で,信 仰 に対 して とて も

か た くな で した。 ですか ら福 音 の話 を聞 きな

が ら も,私 は絶対 にバ プテ スマ を受 け まい と

決心 して い ました.什 分 の一 の問 題 もあ った

の で,主 人 がバ プ テスマ を受 け る と言 っ た時

に は猛 反対 しま した。 しか し主 人は1月26日

にバ プ テスマ を受 け ま した。 それ か らの主 人

はま るで別 人の よ うで した。麻 雀や パ チ ン コ

は ピ タ ッとや め,聖 書 や モル モ ン経 を熱 心 に

読 み,進 ん で家事 の手伝 い を し,子 供 たち に

良 い模 範 を示す よ うに な ったの です。 そん な

主 人 を見 て,私 は 人間 は何 と変 わ る ものか と,

不 思議 で な りませ んで した 。そ れで も私 は素

直 に福 音 を勉 強 す る気に な れず,こ の 家か ら

蒸 発 して し まいた い とさえ思 っ たほ どで した。

そ んな私 で した が,長 老や 兄 弟姉妹,そ れ に

主 人の愛 と励 ま しを受 け て伝 道部大 会 に出 席

し,伝 道 部長 御夫 妻 の素晴 ら しい話 を聞い た

時 には,勉 強 しなけ れば な らない とい う気持

ち にな りま した。 ところ が 日曜 日に も仕 事 を

してい た私 は,ま た も問題 に 直面 しま した。

そ して いや 気 が さ し,教 会 に 入 る と周囲 との

調 和が 乱れ,人 付 き合 いが悪 くな る,な ぜ 私

ばか りに強 く勧 め るの だ ろ う,な ど と考 えて

しまい ま した。 しか し,主 人の驚 く程 の模 範

に心 を動 か さ れ,次 第 に 自分 の 愚 か さ に 気

付 き始 め ま した。 そ して,私 は 勇気 を出 して

日曜 日の勤 め を休 み に して もら うよ う頼 む 決
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約 聖書 ロー マ 人へ の手紙 第15章1節 か ら新
3節 に,こ の よ うな聖句 が あ ります。｢わ

た した ち強 い者 は,強 くな い者 た ちの弱 さ を

にな うべ きで あ って,自 分 だけ を喜 ばせ る こ

とを して はな らな い。 わた したちひ と りび と

りは,隣 り人 の徳 を高め るため に,そ の.益を

図 って彼 らを喜 ばすべ きで あ る。 キ リス トさ

え,ご 自身 を喜 ばせ るこ とは なさ らなか っ た。

む しろ 『あな た をそ しる者 の そ し りが,わ た

しに降 りか か った』 と書 い て ある とお りで あ

った。｣

私 は会社 に 入 った時,こ の聖 句 を社 会 人 と

して の信 条に しよ うと決 心 しま した。一 緒に

入社 した人々 と話 し合 って み る と,彼 らの 目

的が い ろい ろで ある ことが分 か りました。｢出

世 す る ため｣｢お 金持 にな るため｣な ど,様 々

です 。す でに福 音 を知 って い る私 たちに は,

一 般 の方 とは違 う 目的 があ る と思 います
。神

様 が生 きて い らっ しゃ り,生 け る予 言者 がお

られ る こ とを知 ってい る私 た ちは,啓 示 の導

きに よって この 入生 を送 う りと決 心 して い ま

す 。 ですか ら,一 般:の方々 と同 じ目的 で働 こ

うとす る と,イ エ ス･キ リ･ストの福音 を守れ

な い事 態 に陥 る こ とが あ ります 。

私 は この聖 句 を掲 げ て杜 会 に出て行 き ま し

たが,何 度 も何度 も打 ちの め され ま した。 そ

こ で考 えたの が,朝 早 く出社 して,毎 朝 聖句

を頭 の 中に たた き込む こ とで した。 そ うしな

い と,す ぐ世 の思 いに 押 し流 されて しま うか

らです 。 まず,1時 間位 早 く会社 に行 き,聖

典 を読 み ます 。 それか ら,ひ ざ まず い て祈 り

ます 。｢仕 事が 成功 す る よ うに… …｣と い うの

では な く,｢き ょう一 日,キ リス トの福 音 の精

神 に従 って働 け るように… …｣と お祈 りします 。

私が 会社 でひ ざ まず いて お祈 りす る よ うに

な った きっか け は,以 前教 会 で こんな話 を聞

い た か らです 。ア メ リカの あ る大 きな会 社 の

社 長 が,朝 早 く出社 して,副 社長 の部 屋 に行

きま した。 ドア に手 を掛 け る と,少 し開 き♂

室 内の様子 が 見 え ました。 副杜長 が ひ ざ まず

いて お祈 りを してい ま した。社長 はび っ くり

して,あ とで副社 長に 何 をお祈 りして いた の

です か と尋 ね ま した。副社長 は,｢き ょう一 日,
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